
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 2 科目 4 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する科目である「全学総合D」（2単位）および「全学総合E」（2単位）の2科目4単位を修得する。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

全学総合D

全学総合E

授業科目

様式１-１

授業科目

全学総合D

全学総合E

授業科目

東洋大学

東洋大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

全学総合D

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部（第1部、第2部）、経済学部（第1部、第2部）、経営学部（第1部、第2部）、法学部（第1部、第2部）、社会学部（第1部、第2部）、理工学部、国際
学部国際地域学科、国際観光学部、生命科学部、食環境科学部、福祉社会デザイン学部、健康スポーツ科学部、ライフデザイン学部

全学総合E
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

4‐5テキスト解析

授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

全学総合D 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

選択項目

全学総合D

授業科目

4-1統計および数理基礎

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

4‐6画像解析

選択項目 授業科目

全学総合D

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

全学総合D

4‐4時系列データ解析

4‐5テキスト解析

全学総合E

全学総合E

全学総合D 4‐3データ構造とプログラミング基礎 全学総合E 4‐3データ構造とプログラミング基礎

全学総合D 4‐6画像解析

全学総合D

全学総合D 4‐7データハンドリング

全学総合D 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・ビッグデータ、AI　「全学総合Ｄ」（第２回）、「全学総合Ｅ」（第２回）
・ロボット　「全学総合Ｅ」（第２回）
・IoT　「全学総合Ｄ」（第２回）、「全学総合Ｅ」（第３回）
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上　「全学総合Ｄ」（第３回）
・第4次産業革命、Society 5.0　「全学総合Ｄ」（第２回）、「全学総合Ｅ」（第１２回）
・データ駆動型社会　「全学総合Ｄ」（第２回）
・人間の知的活動とAIの関係性　「全学総合Ｄ」（第１５回）、「全学総合Ｅ」（第２回）
・データを起点としたものの見方　「全学総合Ｄ」（第１５回）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル　「全学総合Ｄ」（第１２回、第１３回）、「全学総合Ｅ」（第３回）
・AI最新技術の活用例　「全学総合Ｄ」（第１２回）

・調査データ、実験データ　「全学総合Ｄ」（第５回）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ　「全学総合Ｅ」（第３回）
・1次データ、2次データ　「全学総合Ｄ」（第９回）
・構造化データ、非構造化データ　「全学総合Ｅ」（第３回）
・データ作成　「全学総合Ｄ」（第１０回）
・データのオープン化　「全学総合Ｄ」（第９回）、「全学総合Ｅ」（第３回）

・データ・AI活用領域の広がり　「全学総合Ｄ」（第１２回）、「全学総合Ｅ」（第１２回）
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービス　「全学総合Ｄ」（第１２回）
・仮説検証、知識発見、原因究明、判断支援　「全学総合Ｄ」（第８回）

・データ解析　「全学総合Ｄ」（第１１回）
・データ可視化　「全学総合Ｄ」（第４回）
・非構造化データ処理　「全学総合Ｄ」（第１１回）
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「全学総合Ｄ」（第１０回）

・データサイエンスのサイクル　「全学総合Ｄ」（第２回）
・サービス業におけるデータ・AI利活用事例紹介　「全学総合Ｄ」（第１３回）

授業科目

2



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

「全学総合D」において、生成AIの簡単な原理説明を行い、学生として生成AIを学業に活用する上での留意点（学修効果を高めるための
活用方法）を解説している。

データサイエンス・AIの基本的な用語や仕組みを理解し、自分自身で情報収集ができるようになる。データを活用する姿勢・態度を持
ち、ビジネスにおいて必要な手法を選択できるようになる。実装方法そのものを理解し、データサイエンスを使い社会やビジネスにおけ
る問題解決方法を示すことができるようになる。自分自身で調査した内容に基づき他者に分かりやすく説明ができ問題解決の方法を示
せるようになる。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

・情報セキュリティ　「全学総合Ｅ」（第１３回）
・悪意ある情報搾取　「全学総合Ｅ」（第１３回）

・データの種類　「全学総合Ｄ」（第４回）
・データの分布と代表値　「全学総合Ｄ」（第５回）
・代表値の性質の違い　「全学総合Ｄ」（第５回）
・データのばらつき　「全学総合Ｄ」（第５回）
・観測データに含まれる誤差の扱い　「全学総合Ｄ」（第５回）
・相関と因果　「全学総合Ｄ」（第６回、第７回、第８回）
・相関係数行列　「全学総合Ｄ」（第６回）
・母集団と標本抽出　「全学総合Ｄ」（第５回）
・クロス集計表、分割表　「全学総合Ｄ」（第４回）
・統計情報の正しい理解　「全学総合Ｄ」（第４回、第７回）

・データ表現　「全学総合Ｄ」（第４回）
・データの図表表現　「全学総合Ｄ」（第４回）
・不適切なグラフ表現　「全学総合Ｄ」（第４回）
・優れた可視化事例の紹介　「全学総合Ｄ」（第４回）

・データの集計　「全学総合Ｄ」（第４回）
・データの並び替え、ランキング　「全学総合Ｄ」（第９回）
・データ解析ツール　「全学総合Ｄ」（第４回、第９回）
・表形式のデータ　「全学総合Ｄ」（第４回、第９回）

・EU一般データ保護規則（GDPR）　「全学総合Ｅ」（第１３回）
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護　「全学総合Ｅ」（第１３回）
・データバイアス　「全学総合Ｅ」（第１３回）
・AIサービスの責任論　「全学総合Ｅ」（第１３回）
・データ・AI活用における負の事例紹介　「全学総合Ｅ」（第１３回）
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大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 2 科目 4 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○Statistics

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

Science, Technology and Society

Science, Technology and Society

Statistics

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

Science, Technology and Society

Statistics

プログラムを構成する科目である「Science, Technology and Society」（2単位）および「Statistics」（2単位）の2科目4単位を修得する。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

Science, Technology and Society

様式１-2

東洋大学

東洋大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

国際学部グローバル・イノベーション学科

Statistics
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ可視化　「Statistics」（第６回）
・今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「Science, Technology and Society」（第１５回）

・データサイエンスのサイクル　「Statistics」（第３回）
・データ・AI利活用事例紹介　「Science, Technology and Society」（第１３回）、「Statistics」（第３回）

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会　「Science, Technology and Society」（第８回）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル　「Statistics」（第１４回）
・AI最新技術の活用例　「Science, Technology and Society」（第１４回）、「Statistics」（第１４回）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・1次データ、2次データ、データのメタ化　「Statistics」（第５回）
・構造化データ、非構造化データ　「Statistics」（第５回）
・データのオープン化　「Science, Technology and Society」（第１２回）、「Statistics」（第５回）

・データ・AI活用領域の広がり　「Science, Technology and Society」（第１２回）
・知識発見、判断支援　「Science, Technology and Society」（第１２回）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

選択項目

Statistics 4-1統計および数理基礎

授業科目 選択項目 授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

Statistics
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

「Science, Technology and Society」において、AIが知識の生成に与える影響やChatGPTについて取り上げている。事例紹介や討論の
時間を積極的に設けている。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類　「Statistics」（第３回）
・データの分布と代表値　「Statistics」（第９回）
・代表値の性質の違い　「Statistics」（第９回）
・データのばらつき　「Statistics」（第９回）
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ　「Statistics」（第９回）
・相関と因果　「Statistics」（第３回）
・母集団と標本抽出　「Statistics」（第１０回）
・統計情報の正しい理解　「Statistics」（第９回）

・データ表現　「Statistics」（第４回）
・データの図表表現　「Statistics」（第４回）
・不適切なグラフ表現　「Statistics」（第４回）

・データ解析ツール　「Statistics」（第２回）

科学技術社会の背景にある理論原理の基礎を理解し、互いに影響し合う方法、技術革新と社会への影響について考え、科学技術政策課題の異な
るモデルを分析し、その利点と限界を比較する中で、データサイエンス・AIの知識を習得する。管理者が一般的に使用する統計手法の知識や傾向等
を理解し、統計を提示するスキル、データを視覚的に提示するスキル、統計結果を解釈するスキルを習得する。

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・ELSI　「Statistics」（第５回）
・個人情報保護　「Statistics」（第５回）
・データ倫理　「Science, Technology and Society」（第１３回）
・AI社会原則　「Statistics」（第５回）
・AIサービスの責任論　「Science, Technology and Society」（第１３回）
・データ・AI活用における負の事例紹介　「Science, Technology and Society」（第１３回）、「Statistics」（第５回）

・情報セキュリティ　「Science, Technology and Society」（第１４回）
・悪意ある情報搾取　「Science, Technology and Society」（第１４回）
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大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 2 科目 4 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

AI基礎

データサイエンス概論

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンス概論

AI基礎

プログラムを構成する科目である「データサイエンス概論」（2単位）および「AI基礎」（2単位）の2科目4単位を修得する。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンス概論

様式１-3

東洋大学

東洋大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

総合情報学部

AI基礎
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ解析　「データサイエンス概論」（第１１回）
・データ可視化　「データサイエンス概論」（第４回）
・非構造化データ処理　「データサイエンス概論」（第１１回）
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「データサイエンス概論」（第１０回）

・データサイエンスのサイクル　「データサイエンス概論」（第２回）
・サービス業におけるデータ・AI利活用事例紹介　「データサイエンス概論」（第１３回）

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・ビッグデータ、AI　「データサイエンス概論」（第２回）、「AI基礎」（第２回）
・ロボット　「AI基礎」（第２回）
・IoT　「データサイエンス概論」（第２回）、「AI基礎」（第３回）
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上　「データサイエンス概論」（第３回）
・第4次産業革命、Society 5.0　「データサイエンス概論」（第２回）、「AI基礎」（第１２回）
・データ駆動型社会　「データサイエンス概論」（第２回）
・人間の知的活動とAIの関係性　「データサイエンス概論」（第１５回）、「AI基礎」（第２回）
・データを起点としたものの見方　「データサイエンス概論」（第１５回）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル　「データサイエンス概論」（第１２回、第１３回）、「AI基礎」（第３回）
・AI最新技術の活用例　「データサイエンス概論」（第１２回）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ　「データサイエンス概論」（第５回）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ　「AI基礎」（第３回）
・1次データ、2次データ　「データサイエンス概論」（第９回）
・構造化データ、非構造化データ　「AI基礎」（第３回）
・データ作成　「データサイエンス概論」（第１０回）
・データのオープン化　「データサイエンス概論」（第９回）、「AI基礎」（第３回）

・データ・AI活用領域の広がり　「データサイエンス概論」（第１２回）、「AI基礎」（第１２回）
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービス　「データサイエンス概論」（第１２回）
・仮説検証、知識発見、原因究明、判断支援　「データサイエンス概論」（第８回）

データサイエンス概論 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

データサイエンス概論 4‐6画像解析

データサイエンス概論 4‐7データハンドリング

データサイエンス概論 4‐4時系列データ解析 AI基礎 4‐5テキスト解析

データサイエンス概論 4‐5テキスト解析 AI基礎 4‐6画像解析

選択項目

データサイエンス概論 4-1統計および数理基礎 データサイエンス概論 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

データサイエンス概論 4‐3データ構造とプログラミング基礎 AI基礎 4‐3データ構造とプログラミング基礎

授業科目 選択項目 授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンス概論
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

「データサイエンス概論」において、生成AIの簡単な原理説明を行い、学生として生成AIを学業に活用する上での留意点（学修効果を高
めるための活用方法）を解説している。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類　「データサイエンス概論」（第４回）
・データの分布と代表値　「データサイエンス概論」（第５回）
・代表値の性質の違い　「データサイエンス概論」（第５回）
・データのばらつき　「データサイエンス概論」（第５回）
・観測データに含まれる誤差の扱い　「データサイエンス概論」（第５回）
・相関と因果　「データサイエンス概論」（第６回、第７回、第８回）
・相関係数行列　「データサイエンス概論」（第６回）
・母集団と標本抽出　「データサイエンス概論」（第５回）
・クロス集計表、分割表　「データサイエンス概論」（第４回）
・統計情報の正しい理解　「データサイエンス概論」（第４回、第７回）

・データ表現　「データサイエンス概論」（第４回）
・データの図表表現　「データサイエンス概論」（第４回）
・不適切なグラフ表現　「データサイエンス概論」（第４回）
・優れた可視化事例の紹介　「データサイエンス概論」（第４回）

・データの集計　「データサイエンス概論」（第４回）
・データの並び替え、ランキング　「データサイエンス概論」（第９回）
・データ解析ツール　「データサイエンス概論」（第４回、第９回）
・表形式のデータ　「データサイエンス概論」（第４回、第９回）

データサイエンス・AIの基本的な用語や仕組みを理解し、自分自身で情報収集ができるようになる。データを活用する姿勢・態度を持
ち、ビジネスにおいて必要な手法を選択できるようになる。実装方法そのものを理解し、データサイエンスを使い社会やビジネスにおけ
る問題解決方法を示すことができるようになる。自分自身で調査した内容に基づき他者に分かりやすく説明ができ問題解決の方法を示
せるようになる。

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・EU一般データ保護規則（GDPR）　「AI基礎」（第１３回）
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護　「AI基礎」（第１３回）
・データバイアス　「AI基礎」（第１３回）
・AIサービスの責任論　「AI基礎」（第１３回）
・データ・AI活用における負の事例紹介　「AI基礎」（第１３回）

・情報セキュリティ　「AI基礎」（第１３回）
・悪意ある情報搾取　「AI基礎」（第１３回）
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大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 6 科目 10 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報連携学概論Ⅱ

情報連携学概論Ⅰ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報連携基礎実習Ⅱ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報連携学概論Ⅰ

情報連携基礎実習Ⅰ

プログラムを構成する科目である「情報連携学概論Ⅰ」（2単位）、「情報連携基礎実習Ⅰ」（1単位）、「情報連携学概論Ⅱ」（2単位）、「情
報連携基礎実習Ⅱ」（1単位）、「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（2単位）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（2単位）の6科目10単
位を修得すること。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報連携学概論Ⅰ

様式１-4

東洋大学

東洋大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

情報連携学部

情報連携学概論Ⅱ
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ解析　「情報連携学概論Ⅰ」（第１２回）
・データの可視化　「情報連携学概論Ⅰ」（第１２回）
・特化型AIと汎用AI　「情報連携学概論Ⅰ」（第１２回）

・流通、インフラ、公共におけるデータ・AI利活用事例紹介　「情報連携学概論Ⅰ」（第１３回）
・サービスにおけるデータ・AI利活用事例紹介　「情報連携学概論Ⅰ」（第１４回）

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・ビッグデータ　「情報連携学概論Ⅱ」（第９回）
・IoT　「情報連携学概論Ⅰ」（第８回）
・AI　「情報連携学概論Ⅱ」（第１回、第２回）
・Society5.0、データ駆動型社会　「情報連携学概論Ⅰ」（第１２回）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル　「情報連携学概論Ⅱ」（第１１回）
・AI最新技術の活用例　「情報連携学概論Ⅰ」（第５回）、「情報連携学概論Ⅱ」（第９回）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ　「情報連携学概論Ⅰ」（第１３回）
・データのオープン化（オープンデータ）　「情報連携学概論Ⅰ」（第６回、第７回）、「情報連携基礎実習Ⅰ」（第5回、第６回、第７回、第８回）、「情報連
携基礎実習Ⅱ」（第８回、第９回、第１０回、第１１回、第１２回、第１３回、第１４回）

・データ・AI活動領域の広がり　「情報連携学概論Ⅰ」（第４回）
・マーケティング、サービス　「情報連携学概論Ⅰ」（第１４回）

コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ 4‐6画像解析

授業に含まれている内容・要素 講義内容

コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ 4‐4時系列データ解析

コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ 4‐7データハンドリング コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

選択項目

コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ 4‐4時系列データ解析 コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ 4‐7データハンドリング

コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ 4‐6画像解析 コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

授業科目 選択項目 授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ

コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

「情報連携学概論Ⅰ」において、講義で扱う「教養としてのコンピュータサイエンス」の主要なトピックとして、「AIから生成AIへ」と題し、近
年の生成AIの進展の技術的な背景と、そのインパクトを解説している。また情報連携学部の学生全員に対して、チャットツールである
Slack上で、GPT3.5およびGPT4と対話できる環境を提供し、講義での不明点の解消や課題に取り組む際の利用を推奨している。その際
に、例えば「ChatGPTと対話した過程の提出を求める」「ChatGPTがハルシネーションを起こす質問を考える」といった課題を組み込み、
生成AIを有効な活用方法を習得するための工夫を行っている。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの分布と代表値　「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（第３回）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（第３回）
・代表値の性質の違い　「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（第３回）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（第３回）
・データのばらつき　「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（第３回）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（第３回）
・相関と因果　「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（第７回）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（第７回）

・データ表現　「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（第３回、第６回）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（第３回、第６回）

・データの集計　「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（第４回）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（第４回）
・表形式のデータ　「コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ」（第２回）、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」（第２回）

1年次の「情報連携学概論Ⅰ、Ⅱ」、「情報連携基礎実習Ⅰ、Ⅱ」で数理・データサイエンス・AI分野と社会との関わりを、データサイエン
ス分野の技術動向、生成AI出現のインパクト、オープンデータ等の行政施策の動向、具体的な応用分野など、技術面にとどまらず多面
的に理解し、データ利活用については、データ作成やオープンデータ活用などのPBL型のグループワークを取り入れ、実践的な理解す
る。「情報連携学概論Ⅱ」の講義内で情報セキュリティを専門とする専任教員および個人情報保護を専門とする専任教員の講義を配置
し、データサイエンスやAIにおける留意事項を、セキュリティ・知的財産権・プライバシーの3点から理解する。2年次の「コンピュータ・サイ
エンス概論Ⅲ」、「コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ」でPythonを用いて実際にデータ分析を行う基礎を身に付け、データサイエンス分
野で広く使われるJupyter環境上でデータを読み込み、加工し、基本的な可視化や分析を行うスキルを習得する。

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・個人情報保護　「情報連携学概論Ⅱ」（第５回）

・情報セキュリティ　「情報連携学概論Ⅱ」（第３回）
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介　「情報連携学概論Ⅱ」（第３回）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 17507 人 女性 12451 人 （ 合計 29958 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

文学部 4,014 969 3,876 10 0 10 0%

経済学部 3,214 766 3,064 102 16 102 3%

経営学部 3,306 792 3,168 71 6 71 2%

法学部 2,587 620 2,480 77 12 77 3%

社会学部 3,540 730 3,420 81 5 81 2%

理工学部 3,380 811 3,244 71 3 71 2%

国際学部 1,662 390 1,560 128 7 128 8%

国際観光学部 1,502 366 1,464 8 0 8 1%

生命科学部 909 226 904 41 2 41 5%

総合情報学部 1,068 260 1,040 171 33 171 16%

食環境科学部 829 170 830 30 2 30 4%

情報連携学部 1,449 300 1,400 689 0 689 49%

福祉社会デザイン学部 490 476 476 4 0 4 1%

健康スポーツ科学部 339 330 330 6 0 6 2%

国際地域学部（募集停止） 2 0 0 0 0 0 0%

ライフデザイン学部（募集停止） 1,667 0 1,668 71 1 71 4%

合　計 29,958 7,206 28,924 1,560 87 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,560 5%

令和4年度 令和3年度

東洋大学

令和2年度

プログラムの履修者数等の実績について

令和5

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和5年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和元年度 平成30年度
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

様式３

大学等名

① 全学の教員数 786 人 （非常勤） 1410 人

② プログラムの授業を教えている教員数 25 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

東洋大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

東洋大学全学カリキュラム委員会規程

東洋大学における特色ある全学的教育の展開と一層の発展を図るとともに、全学に係るカリ
キュラムの企画及び調整並びに複数学部のカリキュラムに係る事項の調整を行うことを目的と
して、東洋大学全学カリキュラム委員会が設置されている。

全学カリキュラム委員会は、東洋大学全学カリキュラム委員会規程第2条により、次の委員をもって構成しており、令和5年度は52名の
委員で委員会を開催した。

1. 学長が指名する副学長1名、教務部長（1名）：東海林克彦（教育担当副学長・教務部長）
2. 学部長（14名）：山口しのぶ（文学部教授）、郝仁平（経済学部教授）、長島広太（経営学部教授）、多田英明（法学部教授）、桐生正
幸（社会学部教授）、松元明弘（理工学部教授）、荒巻俊也（国際学部教授）、中挾知延子（国際観光学部教授）、鳴海一成（生命科学
部教授）、加藤千恵子（総合情報学部教授）、福森文康（食環境科学部教授）、坂村健（情報連携学部教授）、水村容子（福祉社会デザ
イン学部教授）、齊藤恭平（健康スポーツ科学部教授）
3. 各学部から選出された専任教員各１名（14名）：鈴木道也（文学部教授）、加賀見一彰（経済学部教授）、今泉淳（経営学部教授）、上
田知亮（法学部准教授）、村上一基（社会学部准教授）、村野昭人（理工学部教授）、岡村敏之（国際学部教授）、古屋秀樹（国際観光
学部教授）、道久則之（生命科学部教授）、藤本貴之（総合情報学部教授）、後藤顕一（食環境科学部教授）、別所正博（情報連携学部
教授）、嶺也守寛（福祉社会デザイン学部教授）、内山有子（健康スポーツ科学部教授）
4. 高等教育推進支援室長（1名）：井上敏生
5. 教務担当課長（18名）：鎌田陽二（教職支援課）、今井学（全学学務推進課）、矢口信行・愛甲泰之（文学部教務課）、植木さえ子（経
済学部教務課）、市橋篤（経営学部教務課）、田中明紀（法学部教務課）、吉田邦子（社会学部教務課）、鈴木裕一（川越事務部教学課
（理工学部））、和久津健司（国際学部教務課）、長沼洋一（国際観光学部教務課）、及川知子（板倉事務部板倉事務課（生命科学
部））、粕谷俊介（川越事務部教学課（総合情報学部））、田中秀樹（板倉事務部板倉事務課（食環境科学部））、安田祥子・渥美元康
（赤羽台事務部赤羽台事務課（情報連携学部））、若林大輔（赤羽台事務部赤羽台事務課（福祉社会デザイン学部））、佐藤真樹（赤羽
台事務部赤羽台事務課（健康スポーツ科学部））
6. 学長が指名する者　若干名（4名）：高橋一男（国際教育センター ）、牛窪隆太（国際教育センター ）、根岸哲也（国際部長）、玉田誠
（国際課長）

全学カリキュラム委員会

東海林 克彦 副学長

東海林 克彦 副学長

(常勤）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 9%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 28,924

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

15%

「総合情報学部」、「情報連携学部」は学問分野の専門性からそれぞれ専門科目を教育プログ
ラムの科目に位置付けており、「国際学部グローバル・イノベーション学科」は英語トラック科目
の開講により英語科目をプログラム対象科目としている。「それ以外の学部」については共通の
科目をプログラム対象科目に位置付けており、学部学科の縛りなく履修できるようになってい
る。履修者数についても基本的には定員の上限なく履修希望学生が受講できるような仕組みと
なっており、各学部・学科のカリキュラムに即した受講体制を整えている。「それ以外の学部」に
ついては受講者が複数キャンパスにまたがることを考慮して、同時双方向型授業を取り入れて
おり、履修しやすい体制としている。

令和5年度に開設した教育プログラムの周知や履修希望学生に対する情報提供を強化するた
めに、プログラム対象者全員に対して年度初めに本学公式アプリ（スマートフォンアプリの他、
PC・スマートフォン内のwebブラウザから利用可能）で情報を配信している。公式アプリでの発
信のほか、入学後のガイダンスでの周知、SNSを活用した情報提供、プログラム専用の特設サ
イトでの数理・データサイエンス・AI教育に関する情報発信を行い、学生の認知度や興味・関心
を高めていく。

5%

12%

7%

各学部・学科のカリキュラムに即したかたちで４つのプログラムを編成している。「情報連携学
部」は必修科目のため卒業時点で全ての学生が本プログラムの修了者となる。「総合情報学
部」は選択科目で配当学年を特定しているが、上位学年でも履修が可能でありこれまでも履修
実績があることから次年度以降の履修者が見込まれる。「国際学部グローバル・イノベーション
学科」、「その他の学部」は選択科目となるが、配当学年が2年次以降あるいは複数年次にまた
がっているため次年度以降の履修者が見込まれる。
以前より開講されている科目であるためにプログラムとして実施することの意識改革（認知度向
上）を行うことが課題となっていたが、大学ホームページによるプログラムの周知や本学公式ア
プリでのお知らせ配信等で学生へ直接働きかけを行うとともに、各プログラムや対象に適したア
プローチを行い、より多くの学生の興味・関心を促していくことで、令和5年度実績から履修者
数・履修率が年々増加するよう目指していく。将来的には全学部・学科において必修にすること
で全体の底上げを図り、数理・データサイエンス・AI教育を強化していくことを検討している。

具体的な計画
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

専任教職員に対しては学内の教職員ポータルサイトにおいて情報共有を行い、非常勤講師に
は授業支援システム等を通じて全員に周知を行っている。授業時間割の編成においても、開講
学期・開講曜時限・配当学年に留意して組み立てることで学生が不利益を被ることがないように
留意している。また、授業内容の理解度を確認するための小テスト、考える力を養うための双
方向型のディスカッションやグループ学習、プレゼンテーションを授業に盛り込むことで、単位修
得に繋がるようケアをしている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

学生はオフィスアワーを確認した上で学習指導を受けることができる。また、シラバス・教員プロ
フィールにおいて教員は連絡先を公開しており、学生からの質問をメール等で受け付けること
ができる体制を組んでいる。また、授業支援システムにおいて授業ごとに質問を受け付ける設
定ができるようになっており、授業時間内外で双方向の質疑応答が可能となっている。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 東洋大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 東海林　克彦 （役職名） 副学長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

４つのプログラムについて受講対象に合わせて講義の目的・内容、学習到達目標を設定しており、授業や指導の方法
についても学習効果を高めるため工夫を凝らしている。理解度を確認するための小テスト、考える力を養うための双方
向型のディスカッションやグループ学習、プレゼンテーションを盛り込み、理解の定着を図っている。
プログラムあるいは科目単位の授業アンケートやプログラム全体の外部評価を実施し、それらを含む実施結果を全学
カリキュラム委員会で確認し、学部長会議へも報告している。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

令和5年度入学生は、「情報連携学部（1年次配当4科目）」で305名中301名（98.7%）が履修し269名～299名（89.4%～
99.3%）が単位を修得、「総合情報学部（2科目）」で271名中68名・99名（25.1%・36.5%）が履修し65名・88名（95.6%・88.9%）
が単位を修得、「その他学部（2科目）※2年次配当の国際学部グローバル・イノベーション学科を除く」で6951名中94
名・215名（1.4%・3.1%）が履修し80名・168名（85.1%・78.1%）が単位を修得した。これらを教務部全学学務推進課が教務
システムで確認し、全学カリキュラム委員会で点検・評価を行っている。

東洋大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

プログラムあるいは科目に適した方法で授業アンケートを実施し、学修内容の理解度を確認するとともに分析に役立て
ている（令和5年度入学生に限定せず受講者全体へ実施）。
理解度に関するアンケート結果は、プログラム、科目、学部（キャンパス）によって異なる傾向であったが、これはプログ
ラムや科目によって授業の内容や方法、位置づけや難易度が異なることが影響していると考えられる。授業アンケート
の結果を授業担当教員へフィードバックし授業改善に活用するとともに、全学カリキュラム委員会で確認しプログラム
や科目の在り方について客観的に点検・評価することで、更なる向上に役立てる。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

プログラムあるいは科目に適した方法で授業アンケートを実施し、推薦度を確認するとともに分析に役立てている（令
和5年度入学生に限定せず受講者全体へ実施）。
推薦度に関するアンケート結果は、理解度に関するアンケート結果と同じ傾向であった。低めの傾向が出ていた学部
（キャンパス）については理解度を向上させることによって推薦度が高まるよう改善していき、この取り組みの結果を活
かした広報も積極的に展開していく。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

令和5年度入学生全員に対して、年度初めに本学公式アプリで本プログラムの周知を行った。また学内教職員に対し
ては、全学カリキュラム委員会を通じてプログラム醸成の協力を仰ぎ、各学部における推奨で履修者数の向上を目指
してきた。まだ十分にプログラムが浸透していないため、今後はその他の媒体や方法を活用した働きかけも行ってい
く。また、真の意味で学びが活きるよう学習成果を実感できる仕組みやプログラム修得における就職活動等への利用
を検討していきたい。また、将来的には全学部・学科で必修とすることで全体の底上げを図り、数理・データサイエンス・
AI教育を強化していきたい。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

学部独自の専門教育を展開している「総合情報学部」や「情報連携学部」は、プログラムの範囲に留まらず、学生が更
に高度な知識や技術を習得することを目指し授業を展開し、「その他の学部」においてはボトムアップを図り、モデルカ
リキュラムや最新の話題を踏まえた授業を展開し、学生のレベルや希望に応じた段階的・体系的な授業を行う。当該
分野を専門とする教員のノウハウを最大限に活用し、本学の特徴を捉えた内容や手法を精査することで、更なる向上
を図りたい。併せて学生の学習環境や体制の促進、授業アンケート結果を踏まえた改善を行い、より分かりやすい授
業を目指していく。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

令和5年度からプログラムを開始しており、プログラムを修得した卒業生がいないため、プログラム修了者の進路、活躍
状況、企業等の評価を得るところまでは至っていないが、今後は学長室や就職・キャリア支援部と連携し、卒業生を対
象に実施している卒業生アンケートや就職・進路状況調査を活用した分析を行いたいと考えている。その際は数理・
データサイエンス・AI分野に直結する企業のみならず、当該分野の知識を活かし多種多様な進路で活躍する人材を含
めて広く分析し、その結果を活用して在校生の学びを後押ししていきたい。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

外部評価者2名にプログラムの内容・手法、実施結果、実施体制を評価いただき、全体を通して概ね肯定的な意見をい
ただいた。内容・手法については網羅的かつ実践的な内容であり、次世代の社会と産業界のニーズに合わせた柔軟で
適応性の高い教育を行っているとの評価をいただいた。その一方で改善点やより発展させるための方策についても助
言があったため、これらについて全学カリキュラム委員会へ報告しプログラムの検証を行うとともに、授業担当教員へ
もフィードバックし授業内容の見直しの参考とした。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

データを実際に活用することが楽しさを実感することと捉え、どのようなシーン、手法でデータが活用されているか事例
を盛り込みながら説明しており、理解を深めながら身近なものとして捉えてもらう工夫をしている。専門性も志向も様々
な学生がいる中で満遍なく教育を行うには、当該分野と親和性が低い学部の学生へ丁寧に働きかけることが特に重要
と考えていることから、多様な専門領域を擁する本学ならではの方法を検討し、学生によりマッチした内容を展開でき
ればと考えている。本プログラムを契機として、今後も全学カリキュラム委員会や外部評価者のアイディアを確認する
等して、開けたかたちで可能性を模索していきたい。
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード

100AB08001・
200AB08001・
1900504401・
1G01204001

／X61F107001

科目ナンバリング

対象年次 1～4 授業形態 講義 実施形態
非対面（同時双方向）

／対面

時間割 春月５ 開講キャンパス
白山・板倉・赤羽台

（WELLB・HELSPO）／
川越

教室
非対面授業（白山の
同時双方向型授業）

／512教室（153）

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

全学総合Ｄ

大塚　佳臣（オオツカ　ヨシオミ）

特にないが、データサイエンスに関心がある学生の履修を歓迎する。

大塚佳臣：文系のためのデータサイエンス　―DX時代の歩き方―（日科技連出版社）, 1,980円（税別）, ISBN：978-4-
8171-9769-6

データサイエンス概論

毎回の講義でのクイズ、2回ごとに小テストを行うことで、講義内容の理解状況を図るとともに、小テスト内容及び誤答の
多かった設問のポイントを解説することで理解の定着を図る。
授業はWebex Meetingsを用いたライブ配信により提供する。
授業内容における質疑応答は responおよびWebex Meetingsのチャット機能を使って行う。
参考資料の配布及び講義は、ToyoNet-ACE、Webex MeetingsとPDF ファイルを利用して行うので、これらに対応した端末及
びインターネット環境を準備のこと。

クイズ（14回）：28%（知識・態度を評価する）
小テスト（6回）：36%（技能の到達度を評価する）
期末レポート（1回）：36%（表現の到達度を評価する）

ICT（情報通信技術）の発展に伴い、膨大なデータが世の中に溢れるようになり、様々な分野でデータの利活用が急速に進
められている。データは「新しい石油」「新しい通貨」と表現されており（世界経済フォーラム）、データサイエンスのス
キルは、技術者だけでなく、すべてのビジネスパーソンにとって必要不可欠になってきている。本講義では、データサイエ
ンスとは何か、その本質は何か、どういうシーンでどういう活用をされているか、どういう手法（伝統的な統計手法、機械
学習やディープラーニング等のAI）がどのように利用されているについて理解を深め、職種別にデータサイエンスを使いこ
なす上で必要なスキルや発想を身に付けることを目指す。

本科目の到達目標は以下の通りである。
(1) 知識：データサイエンスの手法を理解している。
(2) 態度：ビジネスや社会活動において、データを活用する姿勢をもっている。
(3) 技能：ビジネスや社会活動において、必要なデータサイエンス手法を選択ことができる。
(4) 表現：データサイエンスを使ってビジネスや社会における問題解決方法を示すことができる。

第1回 ガイダンス
第2回 データサイエンスとは
第3回 データマイニングとは（小テスト出題）
第4回 データの見方、見せ方
第5回 データ分析と検定（小テスト出題）
第6回 データ同士の関連性を知る
第7回 データ同士の影響度を知る
第8回 因果関係を知る（小テスト出題）
第9回 データ整備（データ収集、データの整理・加工）
第10回 AIとは（小テスト出題）
第11回 機械学習による分析事例
第12回 機械学習のビジネス応用事例（小テスト出題）
第13回 データ駆動型経営
第14回 株式会社TRH（経営コンサルティング会社）代表取締役　谷岡秀治氏の講演（小テスト出題）
第15回 DX時代の歩き方

事前にToyoNet-ACEにテキストを配布し、テキストをもとにした予習を促す。（目標学修時間：90分）
また、講義2回ごとに小テストを出題するので、復習をした上でその解答を行う。（目標学修時間：90分）
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【参考書】
浜田悦生：データサイエンスの基礎（講談社）, 2200円（税別）
豊田秀樹：データマイニング入門（東京図書）, 3672円（税込）
高木章光：データサイエンスがよ～くわかる本（秀和システム）, 1870円（税込）
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード

100AB09001・
200AB09001・
1900504501・
1G01205001

／X61F108001

科目ナンバリング

対象年次 1～4 授業形態 講義 実施形態
非対面（同時双方向）

／対面

時間割 秋月５ 開講キャンパス
白山・板倉・赤羽台

（WELLB・HELSPO）／
川越

教室
非対面授業（白山の
同時双方向型授業）

／512教室（153）

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

【参考書】
・松尾豊, "人工知能は人間を超えるか ディープラーニングの先にあるもの", KADOKAWA, 2015.
・本橋洋介, AI活用地図, 翔泳社, 2019.

全学総合Ｅ

講義資料に基づき講義を行う。講義内容に対する理解度を確認するための小テストを実施する。

後藤　隆彰（ゴトウ　タカアキ）

学修到達目標の各項目の達成度について、小テスト（60%）及びレポート（40%）により評価する。
成績評価は、東洋大学成績評価基準に準拠する。
ただし、授業回数の1/3を超えて欠席した場合、成績評価の対象としない。

特になし。

指定しない。

第1回 AIとはなにか
第2回 AIの歴史と社会の変化
第3回 AIとビックデータ
第4回 機械学習その1（教師あり学習）
第5回 機械学習その2（教師なし学習、強化学習）
第6回 ディープラーニング
第7回 AIの応用例1（画像処理）
第8回 AIの応用例2（言語処理）
第9回 AIの応用例3（音声処理）
第10回 AIによる解析方法1（プログラミング不要で実行できるサービス）
第11回 AIによる解析方法2（Pythonによる実行方法）
第12回 AI活用によって目指す社会の未来像
第13回 AIが社会にもたらす課題
第14回 AIの将来展望
第15回 AI時代の生き方

AIの仕組みと応用例を知る

インターネットの普及と高速化、膨大なデータの蓄積、コンピュータの高性能化と共に、人工知能（AI）の研究開発が進
み、これを利活用できる領域が広がったことで、「第4次産業革命」と呼ばれる社会変革が起こり始めている。膨大なデー
タに対するAIのサービスとして利活用が、人間の能力を最大限に引き出すと同時に、社会の持続性や環境問題など社会課題
の解決、経済・産業の発展に寄与することが期待されている。
本講義では、AIとは何か、その手法や原理等の基礎知識を修得することを目的とする。またAIの応用例にも触れ、AIの利活
用によってどのような社会が実現できるのか、その上でどういう課題があるのかを理解する。

(1) 知識：AIに関する基礎的な用語と仕組みを理解している。
(2) 技能：AIの実装方法を理解している。
(3) 態度：自身で情報収集ができ、積極的に学習できる。
(4) 表現：自身で調査した内容に基づき、他者にわかりやすく説明できる。

事前学習：講義で使用する教材に各自事前に目を通すこと（90分程度）
事後学習：授業で扱った内容の振り返りと復習（90分程度）
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Subject

Instructor

Academic Year 2023 Class Code 1D10388001 Numbering code

Year of Study 2～4 Type of Class Lecture Type of Conduction Remote

Schedule
Wed5，3Q
Fri5，3Q

Campus HAKUSAN Room
Hakusan Remote

Class

Credit 2 Main Language English
Courses by instructors

with practical experience

【Course Purpose and Description】

【Learning Objectives】

【Schedule】

【Instructional Methods】

【Self-study before/after classes】

【Methods of Evaluation and Grading Criteria】

Science, Technology and Society

ToyoNet-ACE will be used to communicate with the students. This class is a remote-learning class. It will be
delivered on-demand, all the content of the class will be available at the beginning of the quarter.
Appointments will be available on demand.
Through hands-on exercises and active participation, students will explore concepts addressed in the class
while developing theoretical and analytical skills which will enable them to better grasp STS topics. Students
will be encouraged to use creative tools to analyze and engage with complex STS issues.

Carraz　Yves　Rene

Participation: Students’ participation grade will be based on their preparation for class, the quality of
their participation in class discussions (online) and their responses to short quizzes and tests. (40%)
Case studies: students will explore STS policy debates in which there is no right or wrong answer. They will
research the topic and answer short essay questions. (30%)
Research/Practice Paper: Each student will be assigned to research a STS issue related to the class. Students
should submit a literature review that explores particular topics of interest to them. Grading will be based
on the academic quality of the paper. (30%)
Comply with Toyo University's Grading Criteria.

Mapping Science and Technology Studies
Session 1: Introduction: What is science and technology? - Lecture I
Session 2: The genesis of science studies: Meeting Karl Popper and Robert Merton - Lecture II
Session 3: Information vs. Knowledge vs. scientific research - Case Study
Session 4: Actor-Network Theory - Lecture III
Session 5: What about the scallops of St. Brieux - Readings and short essay
What drives Science, Technology, and Innovation
Session 6: Invention, Innovation, and Technological Change - Lecture IV
Session 7: The Diffusion of Technology: S-shape - Case Study
Session 8: The Evolution of Science and Technology Policy: Reflections on the The Fourth Industrial
Revolution, Society 5.0, and the Data-Driven Society - Lecture V
Session 9: The Commercialization of Scientific Research: The case of CRISPER - Case Study
Engaging contemporary scientific issues: Meet the public
Session 10: Hydroxychloroquine and the French doctor - Case Study
Session 11: Scientific and Technological controversies: What about Covid-19 - Case Study
Session 12: AI and the generation of new knowledge: Case of ChatGPT - Lecture VI
Session 13: Fake news, BS and scientific fraud - AI generated content - Case Study
Session 14: Debate: How does AI impact the way we generate knowledge - Forum Discussion
Session 15: Debate: What current AI can and can't do, AI and big data - Forum Discussion

Science & Technology Studies (STS) is a dynamic interdisciplinary field; it is a result of the intersection of
work by sociologists, philosophers, economists and other scholars studying the processes and outcomes of
science and technology. Because it is interdisciplinary, the field is extraordinarily diverse and innovative
in its approaches.
This course aims first at introducing students to central ideas in STS. Through discussions of key concepts
and case studies, we will explore how specific scientific facts or technologies are constructed, developed and
diffused. We will then collectively explore in-depth several scientific and technological controversies (such
as global warming, Artificial Intelligence (AI) impacts, or Covid-19 treatments). These topics will be the
basis for in-class discussions (via the class forum), short essays and game-like applications.
This course is related to SDG9: INDUSTRY, INNOVATION AND INFRASTRUCTURE

The objectives of this course are to:
- Gain a basic understanding of the theoretical principles behind the STS research field;
- Learn about the ways in which science, technology, and society influence one another;
- Reflect critically on technological innovations and their implications for society;
- Analyze different models of science and technology policy issues and compare their benefits and limitations;
- Improve reading, writing, and research skills.

Students are expected to have read the assigned readings for a specific sessions, a detail schedule will be provided at the beginning
of the quarter and the students will see all the deadlines.
(Required time per class: 60-120 minutes)
Post-lesson assignment tasks are expected to take approximately 120 minutes to complete.
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【Pre-requisites】

【Textbooks】

【Reference Materials】
For each class, handouts, a reading list, and media supports will be given.

Basic knowledge of innovation studies, sociology, and philosophy

Sergio Sismondo. 2010. An introduction to science and technology studies. 2nd ed. Chichester, U.K.: Wiley-
Blackwell (¥1,592)
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Subject

Instructor

Academic Year 2023 Class Code 1D10324001 Numbering code

Year of Study 2～4 Type of Class Lecture Type of Conduction In-person class

Schedule
Wed4，1Q
Fri2，1Q

Campus HAKUSAN Room A301

Credit 2 Main Language English
Courses by instructors

with practical experience

【Course Purpose and Description】

【Learning Objectives】

【Schedule】

【Instructional Methods】

【Self-study before/after classes】

【Methods of Evaluation and Grading Criteria】

【Pre-requisites】

【Textbooks】

【Reference Materials】

None

This course uses materials distributed in advance. Lecture notes will also be provided. All reading materials,
links, and video links will be posted online on ToyoACE.

Lane, David (2003). Introduction to Statistics. This book is available on Open Textbook Library Website.
https://open.umn.edu/opentextbooks/textbooks/459

The purpose of this course is to introduce basic statistical methods commonly used by managers. Student will
learn how to use data and their analyses to solve managerial problems. The course introduces different types
of data, data distribution, variables and the relationships among variables, and the statistical methods used
to analyze these data. Students will be tasked to present data visually and interpret statistical results.

Upon finishing this course, students will have the following abilities:
1. the knowledge of statistical methods commonly used by managers
2. to identify and understand measures related to variables and their distribution, central tendency and
variability.
3. the skillset to present summary statistics to report data distribution and variables
4. to present data visually
5. to interpret statistical results commonly reported by managers

1. Basic quantitative software and their functions - Excel. Online asynchornous class. 5% homework.
2. Basic quantitative software and their functions - Google Sheets. Online asynchronous class. 5% homework.
3. Types of data, data acquisition,and data used in businesses. Online asynchrnous class. Homework 5%
4. Data cleaning and representation. Introduction of software Tableau. Online asynchronous class. Homework
10%.
5. Introduction to Big data and its social impact. Online asynchronous class. Forum discussion 10%.
6. Data visualization using Tableau. Online asynchronous class.
7. Data visualization group work. Online collaborative Teamwork 15%.
8. Exam 1. 20%. Content of classes 1-6.
9. What is statistics? Why statistics?
10. Sample vs. population. Descriptive vs. inferential statistics
11. Probability theory and hypotheses testing. in class exercise.
12. Assumptions. Test of 2 groups. ANOVA. in class exercise.
13. Regression - Simple and Multiple
14. Managerial Use of statistics: how data and AI are used in new business models in the sharing economy -
forum discussion 10%
15. Exam 2 - 20%. Content classes 8-14.

This course is delivered in person with some online asynchronous classes. Interactions take place in person
and online via ToyoACE forum for Q&A, discussions, and feedback from instructor and classmates. Weekly office
hour is conducted in person and online via video conferencing in Webex or Google Meet.
Course reading materials in the format of PDF, Word, PPT, video links are uploaded on ToyoACE prior to each
class. The procedures and methods for Q&A sessions and exchanging opinions will be during in person and on
ToyoACE Forum.
Feedback from instructor will be on ToyoACE forum, project space or through grading and comments from
submission of assignments. Feedback from classmates will be on the Forum space on ToyoACE in text or in video.

Expect to spend one hour a week to read materials prior to class. After class, some weeks require one hour or all to complete the
homework.

Evaluation is based on a combination of individual (65%) and group learning (35%).
Exams –40%
homework 25%
group work 35%
Evaluation is based on the Toyo University grading criteria, with the passing mark being 60 points or higher.

Statistics

Fiona　Sussan
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード XJ12860001 科目ナンバリング

対象年次 1～4 授業形態 講義 実施形態 対面

時間割 春月５ 開講キャンパス 川越 教室 512教室（153）

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

【参考書】
浜田悦生：データサイエンスの基礎（講談社）, 2200円（税別）
豊田秀樹：データマイニング入門（東京図書）, 3672円（税込）
高木章光：データサイエンスがよ～くわかる本（秀和システム）, 1870円（税込）

データサイエンス概論

大塚　佳臣（オオツカ　ヨシオミ）

特にないが、データサイエンスに関心がある学生の履修を歓迎する。

大塚佳臣：文系のためのデータサイエンス　―DX時代の歩き方―（日科技連出版社）, 1,980円（税別）, ISBN：978-4-
8171-9769-6

データサイエンス概論

毎回の講義でのクイズ、2回ごとに小テストを行うことで、講義内容の理解状況を図るとともに、小テスト内容及び誤答の
多かった設問のポイントを解説することで理解の定着を図る。
授業はWebex Meetingsを用いたライブ配信により提供する。
授業内容における質疑応答は responおよびWebex Meetingsのチャット機能を使って行う。
参考資料の配布及び講義は、ToyoNet-ACE、Webex MeetingsとPDF ファイルを利用して行うので、これらに対応した端末及
びインターネット環境を準備のこと。

クイズ（14回）：28%（知識・態度を評価する）
小テスト（6回）：36%（技能の到達度を評価する）
期末レポート（1回）：36%（表現の到達度を評価する）

ICT（情報通信技術）の発展に伴い、膨大なデータが世の中に溢れるようになり、様々な分野でデータの利活用が急速に進
められている。データは「新しい石油」「新しい通貨」と表現されており（世界経済フォーラム）、データサイエンスのス
キルは、技術者だけでなく、すべてのビジネスパーソンにとって必要不可欠になってきている。本講義では、データサイエ
ンスとは何か、その本質は何か、どういうシーンでどういう活用をされているか、どういう手法（伝統的な統計手法、機械
学習やディープラーニング等のAI）がどのように利用されているについて理解を深め、職種別にデータサイエンスを使いこ
なす上で必要なスキルや発想を身に付けることを目指す。

本科目の到達目標は以下の通りである。
(1) 知識：データサイエンスの手法を理解している。
(2) 態度：ビジネスや社会活動において、データを活用する姿勢をもっている。
(3) 技能：ビジネスや社会活動において、必要なデータサイエンス手法を選択ことができる。
(4) 表現：データサイエンスを使ってビジネスや社会における問題解決方法を示すことができる。

第1回 ガイダンス
第2回 データサイエンスとは
第3回 データマイニングとは（小テスト出題）
第4回 データの見方、見せ方
第5回 データ分析と検定（小テスト出題）
第6回 データ同士の関連性を知る
第7回 データ同士の影響度を知る
第8回 因果関係を知る（小テスト出題）
第9回 データ整備（データ収集、データの整理・加工）
第10回 AIとは（小テスト出題）
第11回 機械学習による分析事例
第12回 機械学習のビジネス応用事例（小テスト出題）
第13回 データ駆動型経営
第14回 株式会社TRH（経営コンサルティング会社）代表取締役　谷岡秀治氏の講演（小テスト出題）
第15回 DX時代の歩き方

事前にToyoNet-ACEにテキストを配布し、テキストをもとにした予習を促す。（目標学修時間：90分）
また、講義2回ごとに小テストを出題するので、復習をした上でその解答を行う。（目標学修時間：90分）
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード XJ12870001 科目ナンバリング

対象年次 1～4 授業形態 講義 実施形態 対面

時間割 秋月５ 開講キャンパス 川越 教室 512教室（153）

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

【参考書】
・松尾豊, "人工知能は人間を超えるか ディープラーニングの先にあるもの", KADOKAWA, 2015.
・本橋洋介, AI活用地図, 翔泳社, 2019.

AI基礎

講義資料に基づき講義を行う。講義内容に対する理解度を確認するための小テストを実施する。

後藤　隆彰（ゴトウ　タカアキ）

学修到達目標の各項目の達成度について、小テスト（60%）及びレポート（40%）により評価する。
成績評価は、東洋大学成績評価基準に準拠する。
ただし、授業回数の1/3を超えて欠席した場合、成績評価の対象としない。

特になし。

指定しない。

第1回 AIとはなにか
第2回 AIの歴史と社会の変化
第3回 AIとビックデータ
第4回 機械学習その1（教師あり学習）
第5回 機械学習その2（教師なし学習、強化学習）
第6回 ディープラーニング
第7回 AIの応用例1（画像処理）
第8回 AIの応用例2（言語処理）
第9回 AIの応用例3（音声処理）
第10回 AIによる解析方法1（プログラミング不要で実行できるサービス）
第11回 AIによる解析方法2（Pythonによる実行方法）
第12回 AI活用によって目指す社会の未来像
第13回 AIが社会にもたらす課題
第14回 AIの将来展望
第15回 AI時代の生き方

AIの仕組みと応用例を知る

インターネットの普及と高速化、膨大なデータの蓄積、コンピュータの高性能化と共に、人工知能（AI）の研究開発が進
み、これを利活用できる領域が広がったことで、「第4次産業革命」と呼ばれる社会変革が起こり始めている。膨大なデー
タに対するAIのサービスとして利活用が、人間の能力を最大限に引き出すと同時に、社会の持続性や環境問題など社会課題
の解決、経済・産業の発展に寄与することが期待されている。
本講義では、AIとは何か、その手法や原理等の基礎知識を修得することを目的とする。またAIの応用例にも触れ、AIの利活
用によってどのような社会が実現できるのか、その上でどういう課題があるのかを理解する。

(1) 知識：AIに関する基礎的な用語と仕組みを理解している。
(2) 技能：AIの実装方法を理解している。
(3) 態度：自身で情報収集ができ、積極的に学習できる。
(4) 表現：自身で調査した内容に基づき、他者にわかりやすく説明できる。

事前学習：講義で使用する教材に各自事前に目を通すこと（90分程度）
事後学習：授業で扱った内容の振り返りと復習（90分程度）
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード 1F10201101 科目ナンバリング

対象年次 1 授業形態 講義 実施形態 対面

時間割 春水２ 開講キャンパス 赤羽台（INIAD） 教室 ホール

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

情報連携学概論Ⅰ

坂村　健（サカムラ　ケン）

なし

特に指定しない

情報連携学とは何か

通常の講義形式を基本とします。各回のテーマに関して、学生自身が調査を行うレポート課題を出します。

講義への積極的な参加と提出されたレポート課題により評価を行います。すべての回に出席すること。欠席した場合は減
点します。5回以上欠席した場合には、理由の如何を問わず、単位は習得できません。

現代社会は、様々な学問分野、システム、組織が、情報通信技術を軸に連携しながら動いています。情報連携学概論Ⅰで
は、本学部のコンセプトである「情報通信技術を軸とした連携」の考え方と、情報連携学部が扱う教育研究分野の位置付
けを学びます。
本講義の前半７回では、情報連携学の前提となる基本的な考え方として、哲学、コンピュータ・サイエンス、オープンの
３つの観点から学びます。この中では、生成AIをはじめとした最先端デジタル技術に対する考え方なども学習します。
本講義の後半7回では、情報連携学部が扱う応用分野からいくつかの代表的なトピックを選び、それらを専門とする教員か
ら概説します。

以下の２点を理解することを目標とします。
・情報連携学のコンセプトを理解し、その前提となる基本的な考え方を理解する
・情報連携学の具体的な応用分野について、基本的な視点を身につける

（情報連携学の基礎）
1.哲学について（1）
2.哲学について（2）
3.教養としてのコンピュータ・サイエンス（1）
4.教養としてのコンピュータ・サイエンス（2）
5.教養としてのコンピュータ・サイエンス（3）
（オープンアプローチによる社会課題の解決）
6.オープンデータとは
7.オープンデータの具体例
（情報連携学の様々な応用分野）
8.情報連携とIoT
9.コンピュータ・システム
10.セキュリティ
11.ユーザ・エクスペリエンス
12.データサイエンス
13.情報連携とコミュニティ形成
14.情報連携とビジネス
15.まとめ
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード 1F10202101-10 科目ナンバリング

対象年次 1 授業形態 実習 実施形態 対面

時間割 春水３ 開講キャンパス 赤羽台（INIAD） 教室

3101・3102・3105・
3106・3110・4101・
4102・4105・4106・

4110教室

単位数 1 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

【備考】

欠席・遅刻する場合は担当教員に連絡すること。

個別作業、及び少人数でのグループワーク形式で進めます。実習を通じて何度か発表を行うほか、グループワークにおける
自身の貢献をレポートで提出します。

事前学修: 情報連携概学論の講義をしっかりうけること。事前配布の資料を読むこと。
事後学修: 課題を提出すること。

以下を総合的に判断して点数をつけます。
・発表やグループの成果物の内容
・個人の課題の内容
・授業への積極的な参加
・グループ活動への積極的な貢献
すべての回に出席すること。欠席した場合は減点します。5回以上欠席した場合は、理由の如何を問わず、単位は習得でき
ません。
すべての課題を提出すること。一つでも課題を提出しない場合は、理由の如何を問わず、単位は習得できません。

なし

なし

1. キャリア講座
2. Who's whoを作る
3. Who's whoを作る（発表）
4. Who's whoを作る（発表）
5. 大学周辺のバリアフリーマップのデータ作成
6. 大学周辺のバリアフリーマップのデータ作成
7. 大学周辺のバリアフリーマップのデータ作成
8. 大学周辺のバリアフリーマップのデータ作成
9. 情報連携学概論Ⅰにおける講義内容を題材としたディスカッション
10.情報連携学概論Ⅰにおける講義内容を題材としたディスカッション
11.情報連携学概論Ⅰにおける講義内容を題材としたディスカッション
12.プレゼンテーション
13.プレゼンテーション
14.プレゼンテーション
15.総括

INIAD（情報連携学部）での学修の基本を学ぶ。

情報連携学部では、「情報通信技術」と並んで「他者との連携」を重視しています。本講義では、少人数のクラスでのグ
ループワークを通じて、他者との連携と協働を行うための基本的な力を身につけることを目的とします。
本講義では、次の４つのテーマでの実習を行います。
・大学生活をスムーズに送るためのキャリア講座
・自己紹介のWebページ(Who's who)を作成と、そのプレゼンテーション
・チームに分かれて大学周辺のバリアフリーマップのデータ作成と、そのプレゼンテーション
・情報連携学概論Ⅰにおける講義内容を題材としたディスカッションと、そのプレゼンテーション

連携を行うための基礎として、以下を修得することを目標とします。
・基礎的なプレゼンテーション能力
・チーム間でのコミュニケーション能力
・講義で扱う情報連携学に関連したトピック（オープンアプローチによるデータ整備など）への実践的な理解

情報連携基礎実習Ⅰ

カン　エム　ファヒム　フェルドウス（カン　エム　ファヒム　フェルドウス）、渡邊　朗子（ワタナベ　アキコ）、浅野　泰
仁（アサノ　ヤスヒト）、加知　範康（カチ　ノリヤス）、平松　あい（ヒラマツ　アイ）、金　智恩（キム　ジウン）、石川
知一（イシカワ　トモカズ）、廣瀬　弥生（ヒロセ　ヤヨイ）、富田　亜紀（トミタ　アキ）、後藤　尚弘（ゴトウ　ナオヒロ）
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード 1F10202101 科目ナンバリング

対象年次 1 授業形態 講義 実施形態 対面

時間割 秋水２ 開講キャンパス 赤羽台（INIAD） 教室 ホール

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

情報連携学概論Ⅱ

通常の講義形式を基本とします。各回のテーマに関して、学生自身が調査を行うレポート課題を出します。

坂村　健（サカムラ　ケン）

講義への積極的な参加と提出されたレポート課題により評価を行います。すべての回に出席すること。欠席した場合は減点
します。5回以上欠席した場合には、理由の如何を問わず、単位は習得できません。

なし

特に指定しない

（情報連携学とAI）
1.情報連携と人工知能（AI）
2.生成AI時代の学習の進め方
（情報連携学と社会）
3.情報連携とセキュリティ
4.情報連携と知的財産権
5.情報連携とプライバシー
（科目群の紹介）
6.コンピュータ・システム科目群
7.コンピュータ・ソフトウェア科目群
8.ユーザ・エクスペリエンス科目群
9.データサイエンス科目群
10.ICT社会応用科目群
11.ビジネス構築科目群
12.コミュニティ形成科目群
（情報連携の社会での実践）
13.ゲストトークその１
14.ゲストトークその２
15.まとめ

情報連携学とは何か

現代社会は、様々な学問分野、システム、組織が、情報通信技術を軸に連携しながら動いています。情報連携学概論Ⅱで
は、情報連携学概論Ⅰの学習内容を踏まえ、情報連携学と社会の関わりを学びます。
本講義は、4パートから構成されます。
・第1パートでは、情報連携学と人工知能（AI）に関して学習します。
・第2パートでは、情報通信技術の社会的側面について学習します。ここでは、セキュリティ・知的財産権・プライバシー
といったトピックを扱います。
・第3パートでは、情報連携学部の専門科目を構成する、7つの科目群の概要を学習します。
・第4パートでは、民間企業など外部からのゲスト講師を迎え、情報連携の社会での実践を学習します。

以下の４点を理解することを目標とする。
・生成AIをはじめとした、AIを前提とした時代における、デジタル分野の学習の進め方を身につける。
・情報通信技術の社会的側面として、セキュリティ・知的財産権・プライバシーの3点について、概要を理解する。
・情報連携学部が扱う学問分野を理解する。
・情報連携の社会における実践を、具体例とともに理解する。
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード 1F10227101-10 科目ナンバリング

対象年次 1 授業形態 実習 実施形態 対面

時間割 秋水３ 開講キャンパス 赤羽台（INIAD） 教室

3101・3102・3105・
3106・3110・4101・
4102・4105・4106・

4110教室

単位数 1 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

【テキスト】

【備考】

情報連携基礎実習Ⅱ

石川　徹（イシカワ　トオル）、渡邊　朗子（ワタナベ　アキコ）、浅野　泰仁（アサノ　ヤスヒト）、清水　徹（シミズ　ト
オル）、富田　亜紀（トミタ　アキ）、満永　拓邦（ミツナガ　タクホウ）、椋　計人（ムグラ　カズト）、玉野井　豊（タマノ
イ　ユタカ）、河井　理穂子（カワイ　リホコ）、後藤　尚弘（ゴトウ　ナオヒロ）

欠席・遅刻する場合は担当教員に連絡すること。

クラス内で少人数でのチームを組み、グループワーク形式で進めます。実習を通じて複数回の発表を行うほか、グループ
ワークにおける自身の貢献をレポートで提出します。

事前学修: 情報連携概学論の講義をしっかりうけること。事前配布の資料を読むこと。
事後学修: 課題を提出すること。

以下を総合的に判断して点数をつけます
・発表やグループの成果物の内容
・個人の課題の内容
・授業への積極的な参加
・グループ活動への積極的な貢献
すべての回に出席すること。欠席した場合は減点します。5回以上欠席した場合は、理由の如何を問わず、単位は習得でき
ません。
すべての課題を提出すること。一つでも課題を提出しない場合は、理由の如何を問わず、単位は習得できません。

なし

なし

1. キャリア講座
（テーマ1: 大学生活を向上するアプリの提案）
2. 大学生活の課題の整理
3. 原因の追究
4. アプリ企画
5. アプリ企画＋発表資料の作成
6. 発表資料の作成＋発表打ち合わせ
7. 発表
（テーマ2: オープンデータを活用したサービスの提案）
8. オープンデータの検討
9. 課題の検討
10.企画の検討
11.企画の検討
12.発表資料の作成
13.発表練習
14.発表
15.総括

情報連携学部への学修の基本を学ぶ。

情報連携学部では、「情報通信技術」と並んで「他者との連携」を重視しています。本講義では、情報連携基礎実習Ⅰの内
容に続き、少人数のクラスでのグループワークを通じて、他者との連携と協働を行うための基本的な力を身につけることを
目的とします。
本講義では「チームを組み、チーム内でディスカッションを行い、その結果を発表する」という流れを、合計2セット程度
実施します。各セットごとに、情報連携学に関連した以下のテーマを設定し、またチームも組み替えます。
・大学生活を向上するアプリの提案
・オープンデータを活用したサービスの提案

連携を行うための基礎として、以下を修得することを目標とします。
・基礎的なプレゼンテーション能力
・チーム間でのコミュニケーション能力
・講義で扱う情報連携学に関連したトピックへの実践的な理解
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード 1F10220101-4 科目ナンバリング

対象年次 2 授業形態 講義 実施形態 対面

時間割 春月２／春月３ 開講キャンパス 赤羽台（INIAD） 教室 2313・2317教室

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【受講要件】

なし

【テキスト】

【参考書】

【関連分野・関連科目】

カン　エム　ファヒム　フェルドウス（カン　エム　ファヒム　フェルドウス）、中村　周吾（ナカムラ　シュウゴ）／中村
周吾（ナカムラ　シュウゴ）、佐野　崇（サノ　タカシ）

コンピュータ・サイエンス概論Ⅲ

コンピュータ・サイエンス演習III
コンピュータ・サイエンス概論I, II、コンピュータ・サイエンス演習I, II
確率・統計I, II
数学I, II

各回の講義に対応したMOOCs教材を事前に提供する。

必要に応じて講義の中で紹介する。

データサイエンスの基礎を学ぶ

対面講義を基本とするが、状況によっては遠隔授業(同時双方向型授業)を組み合わせたハイブリッド形式とする。
座学＋ハンズオンの組み合わせ。座学で方法の原理と概要を理解し、サンプルプログラムでその実現方法を理解する。

MOOCsによる事前学習が必須である。講義後には、理解度が低かったトピックや課題の復習を十分に行い、次回講義の小テ
ストで理解度を確認する。

受講態度、複数回の試験、各回の理解度確認小テスト、課題提出、講義への積極的な取り組みを総合的に評価する。なお、
スキルの習得が主要な目的の1つであるため、十分なスキルが身についていることが確認できない場合に、それ以外の項目
で埋め合わせて単位を取得することはできない。

現在のビッグデータ時代においては、分野に問わずあらゆるところで、蓄積されたデータを解析し、未来の見通しや意思決
定のための必要な情報を得る「データサイエンス」が必要不可欠になっている。本講義では、1年次から学習してきた
Pythonプログラミングを活用して、データを正しく処理し、有用な情報を適切に引き出して、各自が学ぶ専門分野に応用す
るために必要なデータサイエンス技術の基礎を学ぶ。以下のトピックについて、コンピュータ・サイエンス演習IIIと併せ
て、座学とともに実際に手を動かしてプログラミングを行いながら理解を深める。
・numpy, pandas, matplotlibなどのPythonライブラリを用いたデータ解析と可視化
・統計解析、機械学習、深層学習など、データサイエンスの基礎技術の原理とプログラミング

本講義では、以下の修得を目標とする。
・Pythonプログラミングを用いたデータの解析と可視化が自分で行えるようになること。
・統計解析、機械学習、深層学習などのさまざまな基礎技術の原理を理解すること。またこれらのサンプルプログラムの内
容を理解し、自分の問題に合わせて正しく改変・実行できるようになること。

01. ガイダンス、作業環境の確認、numpy, pandas
02. データの読み込みと前処理
03. データの把握、可視化
04. データの加工・抽出、クレンジング
05. データの集計、時系列データの解析
06. 散布図とクラスタリング
07. 相関と線形単回帰分析
08. 前半のまとめと中間試験
09. その他の線形回帰分析
10. 画像データの取り扱い、機械学習基礎とニューラルネットワーク
11. 予測精度評価、ニューラルネットワークのプログラミング
12. ファイルとディレクトリ操作、RFC
13. RFR、深層学習基礎とCNN
14. CNNのプログラミング
15. 後半のまとめと期末試験
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科目名

担当者

年度 2023 授業コード 1F10224101-8 科目ナンバリング

対象年次 2 授業形態 演習 実施形態 対面

時間割 春木４／春木５ 開講キャンパス 赤羽台（INIAD） 教室 3205・3114教室

単位数 2 主たる使用言語 日本語 実務教員科目

【サブタイトル】

【講義の目的・内容】

【学修到達目標】

【講義スケジュール】

【指導方法】

【事前・事後学修】

【成績評価の方法・基準】

【参考書】

【関連分野・関連科目】

コンピュータ・サイエンス概論III
コンピュータ・サイエンス概論I, II、コンピュータ・サイエンス演習I, II
確率・統計I, II
数学I, II

CS3講義の内容やサンプルプログラムをもとに、別のデータに対する解析の方針を立て、プログラムを書いて解析を実行す
ることで、内容の理解を深める。

事前学習: 各関連講義の理解
事後学習: 講義内容の復習を十分に行う

講義への積極的な参加状況と、講義内で指示される課題等の提出状況・内容をもとに評価する

必要に応じて講義の中で紹介する。

コンピュータ・サイエンス基礎演習Ⅲ

01. ガイダンス、作業環境の確認、numpy, pandas
02. データの読み込みと前処理
03. データの把握、可視化
04. データの加工・抽出、クレンジング
05. データの集計、時系列データの解析
06. 散布図とクラスタリング
07. 相関と線形単回帰分析
08. 前半のまとめと中間試験解説
09. その他の線形回帰分析
10. 画像データの取り扱い、機械学習基礎とニューラルネットワーク
11. 予測精度評価、ニューラルネットワークのプログラミング
12. ファイルとディレクトリ操作、RFC
13. RFR、深層学習基礎とCNN
14. CNNのプログラミング
15. 総括

データサイエンスの基礎演習

本演習では、コンピュータ・サイエンス概論III (CS3) で学んだデータサイエンス分野の基礎技術やプログラミングについ
て、さらに実践的な課題に取り組むことによって理解を深める。

本講義では、以下の修得を目標とする。
・Pythonプログラミングを用いたデータの解析と可視化が自分で行えるようになること。
・統計解析、機械学習、深層学習などのさまざまな基礎技術のサンプルプログラムの内容を理解し、自分の問題に合わせて
正しく改変・実行できるようになること。

佐野　崇（サノ　タカシ）、中村　周吾（ナカムラ　シュウゴ）、角越　和也（スミコシ　カズヤ）、原口　佳織（ハラグチ
カオリ）

32



＜学部規程（抜粋）＞
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別表第３　教育課程（第４条関係）

(２)―１　国際学部国際地域学科国際地域専攻　基盤教育

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

区分 必修・選択の別 科目名 配当学年
単
位
数

選択必修 倫理学基礎論Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 応用倫理学Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 哲学史Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 倫理学基礎論Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 哲学Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 哲学史Ａ １～４

履修方
法

哲学・思想 選択必修 哲学Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅡＢ １～４

哲学・思想 選択必修 応用倫理学Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 科学思想史Ａ １～４

哲学・思想

哲学・思想 選択必修 地球倫理Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅠＢ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅡＡ １～４

哲学・思想 選択必修 科学思想史Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅠＡ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 音楽学Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 音楽学Ｂ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 美術史Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 美術史Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 論理学Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 東洋思想 １～４

哲学・思想 選択必修 地球倫理Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 論理学Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 アジアの文学 １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 アジアの古典 １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 現代日本文学Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 現代日本文学Ｂ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 西欧文学Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 西欧文学Ｂ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 歴史の諸問題Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 歴史の諸問題Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 経済学Ａ １～４
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２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

学問の基礎 (社会科学) 選択 法学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 法学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 経営学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 経営学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 統計学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 統計学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 経済学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 地理学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 地理学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 人類学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 人類学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 社会学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 社会学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 政治学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 政治学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 エネルギーの科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 エネルギーの科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生活と物理Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生活と物理Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然の数理Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然の数理Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 心理学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 心理学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 地球の科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 地球の科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 環境の科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 環境の科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 物質の科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 物質の科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然誌Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然科学概論Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然科学概論Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 天文学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 天文学Ｂ １～４
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２
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２

２

２
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２
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２
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２
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２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

学問の基礎 (自然科学) 選択 物理学実験講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 物理学実験講義Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然誌Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 数理・情報実習講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 数理・情報実習講義Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 地球科学実験講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 地球科学実験講義Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 化学実験講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 化学実験講義Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学実験講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学実験講義Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究ⅢＡ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究ⅢＢ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究ⅡＡ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究ⅡＢ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究ⅠＡ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究ⅠＢ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 天文学実習講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 天文学実習講義Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の昔話Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の昔話Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 百人一首の文化史Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 百人一首の文化史Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 多文化共生論Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 多文化共生論Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 国際教育論Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 国際教育論Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史（東洋）Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史（東洋）Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史（日本）Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史（日本）Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の詩歌Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の詩歌Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本文学文化と風土Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本文学文化と風土Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史（西洋）Ａ １～４
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２

２
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２
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２

２

２
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国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 異文化理解概論 １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 留学のすすめ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 国際関係入門 １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域と生活 １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 国際比較論Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 国際比較論Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史（西洋）Ｂ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅲ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅳ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅰ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅱ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外実習Ⅰ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外実習Ⅱ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外研修Ⅰ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外研修Ⅱ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅰ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅱ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 アカデミックライティング １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択
IELTS for Study Abroad Ⅰ
Listening/Speaking

１～４

国際人の形成 (語学) 選択 Business English Communication １～４

国際人の形成 (語学) 選択 テクニカルライティング １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅲ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅳ １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 IELTS for Study Abroad Ⅰ Reading/Writing １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択
IELTS for Study Abroad Ⅱ
Listening/Speaking

１～４

国際人の形成 (語学) 選択 ビジネス日本語と日本文化Ⅰ １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 Pre-Study Abroad: Writing １～４

国際人の形成 (語学) 選択 応用日本語 １～４

一般学
生は履
修不可

１～４

国際人の形成 (語学) 選択 日本事情ⅠＢ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 日本事情ⅡＡ １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing １～４

国際人の形成 (語学) 選択 ビジネス日本語と日本文化Ⅱ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 ビジネス日本語と日本文化Ⅲ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 日本事情ⅠＡ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 日本事情ⅡＢ
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日本語アカデミックライティングⅠ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 日本語アカデミックライティングⅡ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 日本事情ⅢＢ １～４

国際人の形成 (語学) 選択

修不可

国際人の形成 (語学) 選択

国際人の形成 (語学) 選択 日本事情ⅢＡ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Integrated Japanese Ⅱ Theory １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Integrated Japanese Ⅱ Practice １～４

選択 Integrated Japanese Ⅰ Theory １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Integrated Japanese Ⅰ Practice １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese for Beginners: Theory １～４

日本の文化と社会 １～４

外国人
留学生
（英語
トラッ
ク）の
み履修
可

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese for Beginners: Practice １～４

国際人の形成 (語学)

国際人の形成 (語学) 選択 日本語アカデミックライティングⅢ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 日本語アカデミックライティングⅣ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Writing Ⅰ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Writing Ⅱ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Listening Ⅱ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Listening Ⅲ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Reading Ⅲ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Listening Ⅰ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Reading Ⅰ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Reading Ⅱ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Integrated Japanese Ⅲ Theory １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Integrated Japanese Ⅲ Practice １～４

キャリア・市民形成 選択必修 ベーシック・マーケティング １～４

キャリア・市民形成

国際人の形成 (語学) 選択 Introduction to Japanology A １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Introduction to Japanology B １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Culture and Society A １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Culture and Society B １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Project Work Ⅱ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Project Work Ⅲ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Japanese Writing Ⅲ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Project Work Ⅰ １～４

キャリア・市民形成 選択必修 企業会計 １～４

１～４

キャリア・市民形成 選択必修 基礎会計学 １～４

キャリア・市民形成 選択必修 日本国憲法 １～４

選択必修 流通入門
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外国人
留学生
（英語
トラッ
ク）は
選択

キャリア・市民形成 選択必修

キャリア・市民形成 選択必修 インターンシップ入門 １～４

キャリア・市民形成 選択必修 情報倫理 １～４

社会貢献活動入門 １～４

キャリア・市民形成 選択必修 情報化社会と人間 １～４

キャリア・市民形成 選択必修 コミュニケーション＆マナー実践 ２

キャリア・市民形成 選択必修 ファシリテーション概論 ２～４

キャリア・市民形成 選択必修 キャリアデベロップメント ３～４

キャリア・市民形成 選択必修 コミュニケーション＆マナー入門 １

キャリア・市民形成 選択必修 コンピュータ・リテラシィ １～４

キャリア・市民形成 選択必修 キャリアデザイン入門 １

キャリア・市民形成 選択必修 キャリアデザイン実践 ２

キャリア・市民形成 選択必修 公務員論 １～４

キャリア・市民形成 選択必修 地球環境論 １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４

キャリア・市民形成 選択必修 ロジカルシンキング入門 １～４

キャリア・市民形成 選択必修 クリティカルシンキング入門 １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅣＢ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅣＡ １～４

総合・学際 選択必修 全学総合Ｃ １～４

総合・学際 選択必修 総合Ａ １～４

総合・学際 選択必修 全学総合Ａ １～４

総合・学際 選択必修 全学総合Ｂ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義ⅡＢ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学演習Ⅰ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義Ⅰ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義ⅡＡ １～４

総合・学際 選択必修 総合Ｂ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｄ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｇ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｅ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｆ １～４
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総合・学際 選択 全学総合Ｉ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｊ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｈ １～４

総合・学際 選択 総合Ｆ １～４

総合・学際 選択 総合Ｇ １～４

総合・学際 選択 総合Ｄ １～４

総合・学際 選択 総合Ｅ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｍ １～４

総合・学際 選択 総合Ｃ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｋ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｌ １～４

総合・学際 選択 総合Ｌ １～４

総合・学際 選択 総合Ｍ １～４

総合・学際 選択 総合Ｊ １～４

総合・学際 選択 総合Ｋ １～４

総合・学際 選択 総合Ｈ １～４

総合・学際 選択 総合Ｉ １～４
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(３)―１　国際学部国際地域学科地域総合専攻　基盤教育
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選択必修 倫理学Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 倫理学Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 哲学史Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 哲学史Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 哲学Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 哲学Ｂ １～４

区分 必修・選択の別 科目名 配当学年
単
位
数

履修方
法

学問の基礎 (人文科学) 選択 芸術学Ｂ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅠＡ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅠＢ １～４

哲学・思想

学問の基礎 (人文科学) 選択 歴史の諸問題Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 東洋思想 １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 芸術学Ａ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅡＡ １～４

哲学・思想 選択必修 宗教学ⅡＢ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 アジアの古典 １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 経済学Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 現代日本文学Ｂ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 アジアの文学 １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 西欧文学Ｂ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 現代日本文学Ａ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 歴史の諸問題Ｂ １～４

学問の基礎 (人文科学) 選択 西欧文学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 人類学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 人類学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 社会学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 社会学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 政治学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 政治学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 経済学Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 法学 １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 地理学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 地理学Ｂ １～４
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学問の基礎 (自然科学) 選択 生活と物理Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生活と物理Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然の数理Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然の数理Ｂ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 心理学Ａ １～４

学問の基礎 (社会科学) 選択 心理学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 地球の科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 地球の科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 環境の科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 環境の科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 物質の科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 物質の科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 エネルギーの科学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 エネルギーの科学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然誌Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然誌Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然科学概論Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 自然科学概論Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 天文学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 天文学Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域文化研究Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 数理・情報実習講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 数理・情報実習講義Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 化学実験講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 化学実験講義Ｂ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学実験講義Ａ １～４

学問の基礎 (自然科学) 選択 生物学実験講義Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本文学文化と風土Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本文学文化と風土Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の昔話Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の昔話Ｂ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 百人一首の文化史Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 百人一首の文化史Ｂ １～４
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国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の詩歌Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 日本の詩歌Ｂ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外研修Ⅱ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外実習Ⅰ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 留学のすすめ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外研修Ⅰ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 国際関係入門 １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 異文化理解概論 １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史Ａ １～４

国際人の形成 (世界の伝統と
文化)

選択 地域史Ｂ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅱ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅲ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅳ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅰ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅱ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅲ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 海外実習Ⅱ １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外研修Ⅰ １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択
IELTS for Study Abroad Ⅱ
Listening/Speaking

１～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択
IELTS for Study Abroad Ⅰ
Listening/Speaking

１～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 IELTS for Study Abroad Ⅰ Reading/Writing １～４

国際人の形成 (語学) 選択 テクニカルライティング １～４

国際人の形成 (語学) 選択 アカデミックライティング １～４

国際人の形成 (グローバル社
会の実際)

選択 短期海外実習Ⅳ １～４

国際人の形成 (語学) 選択 Business English Communication １～４

キャリア・市民形成 選択 インターンシップ入門 １～４

キャリア・市民形成 選択 社会貢献活動入門 １～４

キャリア・市民形成 選択 コンピュータ・リテラシィＡ １～４

キャリア・市民形成 選択 コンピュータ・リテラシィＢ １～４

キャリア・市民形成 選択 日本国憲法 １～４

キャリア・市民形成 選択 情報化社会と人間 １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking １～４

国際人の形成 (留学支援科
目)

選択 Pre-Study Abroad: Writing １～４

キャリア・市民形成 選択 公務員論 １～４

キャリア・市民形成 選択 情報ネットワーク論 １～４
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キャリア・市民形成 選択 キャリアデベロップメント ３～４

キャリア・市民形成 選択 コミュニケーション＆マナー入門 １

キャリア・市民形成 選択 キャリアデザイン入門 １

キャリア・市民形成 選択 キャリアデザイン実践 ２

キャリア・市民形成 選択 ロジカルシンキング入門 １～４

キャリア・市民形成 選択 クリティカルシンキング入門 １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義ⅡＢ １～４

総合・学際 選択必修 全学総合Ａ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義Ⅰ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義ⅡＡ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ａ １～４

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ｂ １～４

キャリア・市民形成 選択 コミュニケーション＆マナー実践 ２

キャリア・市民形成 選択 ファシリテーション概論 ２～４

総合・学際 選択 全学総合Ｆ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｇ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｄ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｅ １～４

総合・学際 選択必修 総合Ａ １～４

総合・学際 選択必修 総合Ｂ １～４

総合・学際 選択必修 全学総合Ｂ １～４

総合・学際 選択必修 全学総合Ｃ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｉ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｊ １～４

総合・学際 選択 総合Ｋ １～４

総合・学際 選択 総合Ｌ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｍ １～４

総合・学際 選択 総合Ｅ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｈ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｌ １～４

総合・学際 選択 総合Ｈ １～４

総合・学際 選択 総合Ｍ １～４

総合・学際 選択 総合Ｄ １～４

総合・学際 選択 総合Ｇ １～４

総合・学際 選択 全学総合Ｋ １～４

総合・学際 選択 総合Ｃ １～４
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２

総合・学際 選択 総合Ｆ １～４

総合・学際 選択 総合Ｉ １～４

総合・学際 選択 総合Ｊ １～４
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別表第３　教育課程（第４条関係）

区分 必修・選択の別 科目名 配当学年 単位数 履修方法
哲学・思想 選択必修 哲学Ａ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 哲学Ｂ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 哲学史Ａ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 哲学史Ｂ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 倫理学基礎論Ａ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 倫理学基礎論Ｂ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 応用倫理学Ａ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 応用倫理学Ｂ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 科学思想史Ａ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 科学思想史Ｂ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 宗教学ⅠＡ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 宗教学ⅠＢ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 宗教学ⅡＡ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 宗教学ⅡＢ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 地球倫理Ａ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 地球倫理Ｂ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 論理学Ａ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 論理学Ｂ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ａ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｂ １～４ 2
哲学・思想 選択必修 東洋思想 １～４ 2

キャリア・市民形成 選択 ロジカルシンキング入門 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 クリティカルシンキング入門 １～４ 2

学問の基礎（人文科学） 選択 美術史Ａ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 美術史Ｂ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 音楽学Ａ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 音楽学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 歴史の諸問題Ａ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 歴史の諸問題Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 経済学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 経済学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 統計学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 統計学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 経営学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 経営学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 法学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 法学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 政治学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 政治学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 社会学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 社会学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 人類学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 人類学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 地理学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 地理学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 心理学Ａ １～４ 2
学問の基礎（社会科学） 選択 心理学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 自然の数理Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 自然の数理Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 生活と物理Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 生活と物理Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 エネルギーの科学Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 エネルギーの科学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 物質の科学Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 物質の科学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 環境の科学Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 環境の科学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 地球の科学Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 地球の科学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 生物学Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 生物学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 天文学Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 天文学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 自然科学概論Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 自然科学概論Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 自然誌Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 自然誌Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 物理学実験講義Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 物理学実験講義Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 生物学実験講義Ａ １～４ 2

（１）国際観光学部国際観光学科　基盤教育科目

94



学問の基礎（自然科学） 選択 生物学実験講義Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 化学実験講義Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 化学実験講義Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 地球科学実験講義Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 地球科学実験講義Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 数理・情報実習講義Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 数理・情報実習講義Ｂ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 天文学実習講義Ａ １～４ 2
学問の基礎（自然科学） 選択 天文学実習講義Ｂ １～４ 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究ⅠＡ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究ⅠＢ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究ⅡＡ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究ⅡＢ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究ⅢＡ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究ⅢＢ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 国際教育論Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 国際教育論Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 多文化共生論Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 多文化共生論Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 百人一首の文化史Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 百人一首の文化史Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本の昔話Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本の昔話Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本文学文化と風土Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本文学文化と風土Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本の詩歌Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本の詩歌Ｂ １～４ 2

学問の基礎（人文科学） 選択 西欧文学Ａ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 西欧文学Ｂ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 現代日本文学Ａ １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 現代日本文学Ｂ １～４ 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域史（日本）Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域史（日本）Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域史（東洋）Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域史（東洋）Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域史（西洋）Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域史（西洋）Ｂ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 国際比較論Ａ １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 国際比較論Ｂ １～４ 2

学問の基礎（人文科学） 選択 アジアの文学 １～４ 2
学問の基礎（人文科学） 選択 アジアの古典 １～４ 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 国際関係入門 １～４ 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域と生活 １～４ 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 異文化理解概論 １～４ 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 留学のすすめ １～４ 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅰ １～４ 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅱ １～４ 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅰ １～４ 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅱ １～４ 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅰ １～４ 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅱ １～４ 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅲ １～４ 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅳ １～４ 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅰ １～４ 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅱ １～４ 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅲ １～４ 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅳ １～４ 1

国際人の形成（語学） 選択 日本の文化と社会 １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 ビジネス日本語と日本文化Ⅰ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 ビジネス日本語と日本文化Ⅱ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 ビジネス日本語と日本文化Ⅲ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 日本事情ⅠＡ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 日本事情ⅠＢ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 日本事情ⅡＡ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 日本事情ⅡＢ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 日本語アカデミックライティングⅠ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語アカデミックライティングⅡ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語アカデミックライティングⅢ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語アカデミックライティングⅣ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語と日本社会Ａ ２～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 日本語と日本社会Ｂ ２～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 応用日本語 ２～４ 1
キャリア・市民形成 選択 日本国憲法 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 ベーシック・マーケティング １～４ 2
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キャリア・市民形成 選択 流通入門 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 基礎会計学 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 企業会計 １～４ 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅠＡ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅠＢ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅡＡ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅡＢ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅢＡ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅢＢ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅣＡ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技ⅣＢ １～４ 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義Ⅰ １～４ 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義ⅡＡ １～４ 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義ⅡＢ １～４ 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学演習Ⅰ １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 情報化社会と人間 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 情報倫理 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 コンピュータ・リテラシィ １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 コミュニケーション＆マナー入門 1 2
キャリア・市民形成 選択 コミュニケーション＆マナー実践 2 2
キャリア・市民形成 選択 キャリアデザイン入門 1 2
キャリア・市民形成 選択 キャリアデザイン実践 2 2
キャリア・市民形成 選択 キャリアデベロップメント ３～４ 2
キャリア・市民形成 選択 ファシリテーション概論 ２～４ 2
キャリア・市民形成 選択 公務員論 １～４ 2

国際人の形成（語学） 選択 テクニカルライティング １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 アカデミックライティング １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 地球環境論 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 インターンシップ入門 １～４ 2
キャリア・市民形成 選択 社会貢献活動入門 １～４ 2

国際人の形成（語学） 選択 日本事情ⅢＡ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 日本事情ⅢＢ １～４ 2

総合・学際 選択 総合Ｅ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｋ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｌ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｉ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｊ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｋ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｄ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｃ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｇ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｈ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｍ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｆ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ａ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｂ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｉ １～４ 2
総合・学際 選択 総合Ｊ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｆ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｇ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｈ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｃ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｌ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｄ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｅ １～４ 2
総合・学際 選択 全学総合Ｍ １～４ 2

国際人の形成（語学） 選択 ＩＥＬＴＳ　ｆｏｒ　Ｓｔｕｄｙ　Ａｂｒｏａｄ　Ⅰ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ／Ｓｐｅａｋｉｎｇ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 ＩＥＬＴＳ　ｆｏｒ　Ｓｔｕｄｙ　Ａｂｒｏａｄ　Ⅰ　Ｒｅａｄｉｎｇ／Ｗｒｉｔｉｎｇ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 ＩＥＬＴＳ　ｆｏｒ　Ｓｔｕｄｙ　Ａｂｒｏａｄ　Ⅱ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ／Ｓｐｅａｋｉｎｇ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 ＩＥＬＴＳ　ｆｏｒ　Ｓｔｕｄｙ　Ａｂｒｏａｄ　Ⅱ　Ｒｅａｄｉｎｇ／Ｗｒｉｔｉｎｇ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｐｒｅ－Ｓｔｕｄｙ　Ａｂｒｏａｄ：　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ／Ｓｐｅａｋｉｎｇ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｐｒｅ－Ｓｔｕｄｙ　Ａｂｒｏａｄ：　Ｗｒｉｔｉｎｇ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｆｏｒ　Ｂｅｇｉｎｎｅｒｓ：　Ｔｈｅｏｒｙ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｆｏｒ　Ｂｅｇｉｎｎｅｒｓ：　Ｐｒａｃｔｉｃｅ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ⅰ　Ｔｈｅｏｒｙ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ⅰ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ⅱ　Ｔｈｅｏｒｙ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ⅱ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ⅲ　Ｔｈｅｏｒｙ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ⅲ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｒｅａｄｉｎｇ　Ⅰ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｒｅａｄｉｎｇ　Ⅱ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｒｅａｄｉｎｇ　Ⅲ １～４ 1
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国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ⅰ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ⅱ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ⅲ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｗｏｒｋ　Ⅰ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｗｏｒｋ　Ⅱ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｗｏｒｋ　Ⅲ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　Ⅰ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　Ⅱ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　Ⅲ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　Ａ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　Ｂ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｔｏ　Ｊａｐａｎｏｌｏｇｙ　Ａ １～４ 2
国際人の形成（語学） 選択 Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｔｏ　Ｊａｐａｎｏｌｏｇｙ　Ｂ １～４ 2
国際人の形成（語学） 必修 Ｒｅａｄｉｎｇ　ａｎｄ　Ｖｏｃａｂｕｌａｒｙ　Ａ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ａ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 Ｒｅａｄｉｎｇ　ａｎｄ　Ｖｏｃａｂｕｌａｒｙ　Ｂ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｂ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 Ｅｎｇｌｉｓｈ　ｆｏｒ　Ｔｏｕｒｉｓｍ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｔｏｕｒｉｓｍ　Ｐｒｏｊｅｃｔｓ　Ｂ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｔｏｕｒｉｓｍ　Ｐｒｏｊｅｃｔｓ　Ａ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｒｅａｄｉｎｇ 2 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 日本語Ⅰａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 日本語Ⅱａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 日本語Ⅰｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 日本語Ⅱｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修 日本語Ⅲ 2 1
国際人の形成（語学） 選択必修 日本語Ⅳ 2 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 中国語Ⅰａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 中国語Ⅰｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 中国語Ⅱａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 中国語Ⅱｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ ドイツ語Ⅰａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ ドイツ語Ⅰｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ ドイツ語Ⅱａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ ドイツ語Ⅱｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ フランス語Ⅰａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ フランス語Ⅰｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ フランス語Ⅱａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ フランス語Ⅱｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 韓国語Ⅰａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 韓国語Ⅰｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 韓国語Ⅱａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ 韓国語Ⅱｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ スペイン語Ⅰａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ スペイン語Ⅰｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ スペイン語Ⅱａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ａ スペイン語Ⅱｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 中国語Ⅲａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 中国語Ⅲｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ⅰ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｗｒｉｔｉｎｇ　Ⅱ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ Ｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ Ｔｅｓｔ　Ｌｅａｄｅｒ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ Ｈｏｓｐｉｔａｌｉｔｙ　Ｅｎｇｌｉｓｈ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 中国語Ⅳａ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 中国語Ⅳｂ 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 観光のドイツ語 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 観光のフランス語 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 観光のスペイン語 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 観光の韓国語 1 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ ドイツ語圏の言語と文化 2 2
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ フランス語圏の言語と文化 2 2
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ スペイン語圏の言語と文化 2 2
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 東アジアの言語と文化 2 2
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｅｎｇｌｉｓｈ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ Ｗｏｒｌｄ　Ａｆｆａｉｒｓ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 中国語通訳翻訳技法Ⅰ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 中国語通訳翻訳技法Ⅱ ３～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 日本語総合演習Ａ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 日本語総合演習Ｂ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 観光の日本語Ａ １～４ 1
国際人の形成（語学） 選択必修科目Ｂ 観光の日本語Ｂ １～４ 1

外国人留学
生のみ履修

可

外国人留学
生のみ履修

可

のための初
修日本語・
日本文化科

目
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別表第３ 教育課程（第４条関係）

 (１) 生命科学部 基盤教育科目
区分 必修・選択の別 科目名 配当学年 単位数 履修方法
哲学・思想 選択必修 井上円了と東洋大学 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 生命倫理 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 哲学入門 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 生命哲学 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 生命論 1〜4 2
学問の基礎（人文科学） 選択必修 心理学 1〜4 2
学問の基礎（人文科学） 選択必修 文化人類学入門 1〜4 2
学問の基礎（人文科学） 選択必修 人文地理学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 経済学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 スポーツ社会学 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 ソーシャルサーベイ概論 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 政治学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 法学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 社会学入門 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 現代化学 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 科学技術論 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 現代物理 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 生命科学史 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 現代生物学 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 数学の世界 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 食と健康 1〜4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 欧米の文学と文化 1〜4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 異文化と社会事情 1〜4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本の食文化 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 文化間コミュニケーション 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外フィールドワーク 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 英語ビジネス実務 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外文化研修 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 留学のすすめ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 異文化理解概論 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅰ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅱ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅰ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅱ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅳ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅳ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 必修 Integral EnglishⅠ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 Integral EnglishⅡ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 English CommunicationⅠ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 English CommunicationⅡ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 English Speech & Presentation 2 1
国際人の形成（語学） 必修 English Reading & Writing 2 1
国際人の形成（語学） 選択 Applied EnglishⅠ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Applied EnglishⅡ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 TOEIC Foundation 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 ハングルⅠ 1〜4 1
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国際人の形成（語学） 選択 ハングルⅡ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 スペイン語Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 スペイン語Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 テクニカルライティング 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 アカデミックライティング 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Business English Communication 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅰ Listening/Speaking 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅰ Reading/Writing 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅱ Listening/Speaking 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Writing 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語Ⅰ 1 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語Ⅱ 2 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語と日本社会 1 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語と日本文化 2 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese for Beginners: Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese for Beginners: Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese I Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese I Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese II Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese II Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese III Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese III Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading I 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading II 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading III 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening I 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening II 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening III 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing I 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing II 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing III 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society A 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society B 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology A 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology B 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 日本国憲法 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 産官学連携概論 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 情報処理基礎 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 情報処理演習 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 キャリアデザインⅠ 1 2
キャリア・市⺠形成 選択 キャリアデザインⅡ 2 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅰ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツと健康Ⅰ 1〜4 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツと健康Ⅱ 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合A 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合B 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合C 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合D 1〜4 2

外国人留学生
のみ履修可

交換留学生の
ための初修日
本語・日本文
化科目

交換留学生の
ための初修日
本語・日本文
化科目

99

Toyo-power
ハイライト表示



総合・学際 選択 全学総合E 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合F 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合G 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合H 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合I 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合J 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合K 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合L 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合M 1〜4 2
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別表第３ 教育課程（第４条関係）

(１) 食環境科学部 基盤教育科目
区分  必修･選択の別 科目名 配当学年 単位数 履修方法
哲学・思想 選択必修 井上円了と東洋大学 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 生命倫理 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 哲学入門 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 生命哲学 1〜4 2
哲学・思想 選択必修 生命論 1〜4 2
学問の基礎（人文科学） 選択必修 心理学 1〜4 2
学問の基礎（人文科学） 選択必修 文化人類学入門 1〜4 2
学問の基礎（人文科学） 選択必修 人文地理学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 経済学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 スポーツ社会学 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 ソーシャルサーベイ概論 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 政治学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 法学入門 1〜4 2
学問の基礎（社会科学） 選択必修 社会学入門 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 現代化学 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 科学技術論 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 現代物理 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 生命科学史 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 現代生物学 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 数学の世界 1〜4 2
学問の基礎（自然科学） 選択必修 食と健康 1〜4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 欧米の文学と文化 1〜4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 異文化と社会事情 1〜4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 日本の食文化 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 文化間コミュニケーション 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外フィールドワーク 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 英語ビジネス実務 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外文化研修 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 留学のすすめ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 異文化理解概論 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅰ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅱ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅰ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅱ 1〜4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅳ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅳ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 必修 Integral EnglishⅠ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 Integral EnglishⅡ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 English CommunicationⅠ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 English CommunicationⅡ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 Integral EnglishⅢ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 Integral EnglishⅣ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 English for Liberal ArtsⅠ 3 1
国際人の形成（語学） 必修 English for Liberal ArtsⅡ 3 1
国際人の形成（語学） 選択 English for Liberal ArtsⅠ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 English for Liberal ArtsⅡ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅰ 1〜4 1

食環境科学科の
み履修可
健康栄養学科の
み履修可
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国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 ハングルⅠ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 ハングルⅡ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 スペイン語Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 スペイン語Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 テクニカルライティング 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 アカデミックライティング 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Business English Communication 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅰ Listening/Speaking 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅰ Reading/Writing 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅱ Listening/Speaking 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Writing 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語Ⅰ 1 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語Ⅱ 2 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語と日本社会 1 1
国際人の形成（語学） 選択 日本語と日本文化 2 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese for Beginners: Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese for Beginners: Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese Ⅰ Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese Ⅰ Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese Ⅱ Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese Ⅱ Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese Ⅲ Theory 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese Ⅲ Practice 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work Ⅰ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work Ⅱ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work Ⅲ 1〜4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society A 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society B 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology A 1〜4 2
国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology B 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 日本国憲法 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 産官学連携概論 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 情報処理基礎 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 情報処理演習 1〜4 2
キャリア・市⺠形成 選択 キャリアデザインⅠ 1 2
キャリア・市⺠形成 選択 キャリアデザインⅡ 2 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅰ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1〜4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツと健康Ⅰ 1〜4 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツと健康Ⅱ 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合A 1〜4 2

交換留学生のた
めの初修日本
語・日本文化科
目

交換留学生のため
の初修日本語・日
本文化科目

交換留学生のた
めの初修日本
語・日本文化科
目

外国人留学生の
み履修可
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総合・学際 選択 全学総合B 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合C 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合D 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合E 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合F 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合G 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合H 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合I 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合J 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合K 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合L 1〜4 2
総合・学際 選択 全学総合M 1〜4 2
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（１）福祉社会デザイン学部　基盤教育科目

区分  必修･選択の別 科目名 配当学年 単位数 履修方法
哲学・思想 選択必修 哲学 1～4 2
哲学・思想 選択必修 生命と倫理 1～4 2
哲学・思想 選択必修 宗教学 1～4 2

学問の基礎（人文科学） 選択 日本文学 1～4 2
学問の基礎（人文科学） 選択 外国文学 1～4 2
学問の基礎（人文科学） 選択 歴史学 1～4 2
学問の基礎（人文科学） 選択 美術一般 1～4 2
学問の基礎（人文科学） 選択 音楽一般 1～4 2
学問の基礎（人文科学） 選択 文化人類学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 経済学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 経営学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 法学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 政治学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 地理学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 社会学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 心理学 1～4 2
学問の基礎（社会科学） 選択 統計学 1～4 2
学問の基礎（自然科学） 選択 数学 1～4 2
学問の基礎（自然科学） 選択 物理学 1～4 2
学問の基礎（自然科学） 選択 現代化学 1～4 2
学問の基礎（自然科学） 選択 生物学 1～4 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ａ 1～4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｂ 1～4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｃ 1～4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｄ 1～4 2
国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｅ 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 英語および英語圏社会事情 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 中国語および中国語圏社会事情 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 フランス語およびフランス語圏社会事情 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 ドイツ語およびドイツ語圏社会事情 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 韓国語および韓国語圏社会事情 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 留学のすすめ 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 異文化理解概論 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅰ 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅱ 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅰ 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅱ 1～4 2
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅰ 1～4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅱ 1～4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅲ 1～4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅳ 1～4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅰ 1～4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅱ 1～4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅲ 1～4 1
国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅳ 1～4 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅠＡ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 英語ⅠＢ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 英語ⅡＡ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 英語ⅡＢ 1 1
国際人の形成（語学） 必修 英語ⅢＡ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 英語ⅢＢ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 英語ⅣＡ 2 1
国際人の形成（語学） 必修 英語ⅣＢ 2 1
国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IA 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IB 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IIA 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IIB 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 English Test Preparation I 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 English Test Preparation II 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅰ 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅱ 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅰ 1～4 1

別表第３　教育課程（第４条関係）

2単位選択必
修
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国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅱ 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 ドイツ語Ⅰ 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 ドイツ語Ⅱ 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 韓国語Ⅰ 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 韓国語Ⅱ 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Business English Communication 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 アカデミックライティング 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 テクニカルライティング 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad I Listening/Speaking 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad II Listening/Speaking 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad I Reading/Writing 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad II Reading/Writing 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Writing 1～4 1
国際人の形成（語学） 必修 日本語Ⅰ 1～4 1
国際人の形成（語学） 必修 日本語Ⅱ 1～4 1
国際人の形成（語学） 必修 日本事情Ⅰ 1～4 2
国際人の形成（語学） 必修 日本事情Ⅱ 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese I Theory 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese I Practice 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese II Theory 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese II Practice 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese III Theory 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese III Practice 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading  I 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading  II 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading  III 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening I 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening II 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening III 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing I 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing II 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing III 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work I 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work II 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Project Work III 1～4 1
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society A 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society B 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology A 1～4 2
国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology B 1～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 キャリアデザイン入門 1 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 コミュニケーション＆マナー 1 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 キャリアデザイン実践 2 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 キャリアデベロップメント 3～4 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 インターンシップ入門 3～4 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 アントレプレナーシップ 3～4 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 口頭表現法 1～4 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 プレゼンテーション技法 1～4 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 文章読解 1～4 2
キャリア・市民形成（キャリア） 選択／選択必修 レポート・論文のまとめ方 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 日本国憲法 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 グローバル市民論 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 環境政策論 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 情報化社会と人間 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 ダイバーシティ論 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 障害学 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 ジェンダー論 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 社会貢献活動入門 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 地域マネジメント 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 公務員論 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 食と健康 1～4 2
キャリア・市民形成（市民形成） 選択／選択必修 基礎会計学 1～4 2

キャリア・市民形成（情報） 必修 情報リテラシーⅠ 1～4 2

キャリア・市民形成（情報） 選択/選択必修/必修 情報リテラシーⅡ 1～4 2

初修者のため
の日本語・日
本文化科目

子ども支援学
科、人間環境
デザイン学科2
単位選択必修

子ども支援学
科、人間環境
デザイン学科2
単位選択必修

社会福祉学科のみ
情報リテラシー

Ⅱ・プログラミン
グ基礎Ⅰから2単
位選択必修、人間
環境デザイン学科

外国人学生のみ履修可

留学支援科目
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キャリア・市民形成（情報） 選択/選択必修 プログラミング基礎Ⅰ 1～4 2

キャリア・市民形成（情報） 選択 プログラミング基礎Ⅱ 1～4 2

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅰ 1～4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1～4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1～4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1～4 1
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義Ⅰ 1～4 2
健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義Ⅱ 1～4 2

総合・学際 選択 全学総合Ａ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｂ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｃ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｄ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｅ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｆ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｇ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｈ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｉ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｊ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｋ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｌ 1～4 2
総合・学際 選択 全学総合Ｍ 1～4 2
総合・学際 選択 総合Ａ 1～4 2
総合・学際 選択 総合Ｂ 1～4 2
総合・学際 選択 総合Ｃ 1～4 2
総合・学際 選択 総合Ｄ 1～4 2
総合・学際 選択 総合Ｅ 1～4 2
総合・学際 選択 総合Ｆ 1～4 2

環境デザイン学科
のみ情報リテラ

シーⅠ・情報リテ
ラシーⅡ４単位必

修
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別表第３　教育課程（第４条関係）

(１)　健康スポーツ科学部　基盤教育科目

区分  必修･選択の別 科目名 配当学年 単位数 履修方法

哲学・思想 選択必修 哲学 1～4 2

哲学・思想 選択必修 生命と倫理 1～4 2

哲学・思想 選択必修 宗教学 1～4 2

学問の基礎（人文科学） 選択／選択必修 日本文学 1～4 2

学問の基礎（人文科学） 選択／選択必修 外国文学 1～4 2

学問の基礎（人文科学） 選択／選択必修 歴史学 1～4 2

学問の基礎（人文科学） 選択／選択必修 美術一般 1～4 2

学問の基礎（人文科学） 選択／選択必修 音楽一般 1～4 2

学問の基礎（人文科学） 選択／選択必修 文化人類学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 経済学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 経営学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 法学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 政治学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 地理学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 社会学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 心理学 1～4 2

学問の基礎（社会科学） 選択／選択必修 統計学 1～4 2

学問の基礎（自然科学） 選択／選択必修 数学 1～4 2

学問の基礎（自然科学） 選択／選択必修 物理学 1～4 2

学問の基礎（自然科学） 選択／選択必修 現代化学 1～4 2

学問の基礎（自然科学） 選択／選択必修 生物学 1～4 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ａ 1～4 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｂ 1～4 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｃ 1～4 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｄ 1～4 2

国際人の形成（世界の伝統と文化） 選択 地域文化研究Ｅ 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 英語および英語圏社会事情 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 中国語および中国語圏社会事情 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 フランス語およびフランス語圏社会事情 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 ドイツ語およびドイツ語圏社会事情 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 韓国語および韓国語圏社会事情 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 留学のすすめ 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 異文化理解概論 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅰ 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外研修Ⅱ 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅰ 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 海外実習Ⅱ 1～4 2

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅰ 1～4 1

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅱ 1～4 1

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅲ 1～4 1

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外研修Ⅳ 1～4 1

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅰ 1～4 1

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅱ 1～4 1

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅲ 1～4 1

国際人の形成（グローバル社会の実際） 選択 短期海外実習Ⅳ 1～4 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅠＡ 1 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅠＢ 1 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅡＡ 1 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅡＢ 1 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅢＡ 2 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅢＢ 2 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅣＡ 2 1

国際人の形成（語学） 必修 英語ⅣＢ 2 1

国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IA 1～4 1

2単位選択必
修

栄養科学科
のみ2単位選

択必修

107



国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IB 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IIA 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Intercultural Communication Skills IIB 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 English Test Preparation I 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 English Test Preparation II 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅰ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 中国語Ⅱ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅰ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 フランス語Ⅱ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 ドイツ語Ⅰ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 ドイツ語Ⅱ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 韓国語Ⅰ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 韓国語Ⅱ 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Business English Communication 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 アカデミックライティング 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 テクニカルライティング 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad I Listening/Speaking 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad II Listening/Speaking 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad I Reading/Writing 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 IELTS for Study Abroad II Reading/Writing 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Pre-Study Abroad: Writing 1～4 1

国際人の形成（語学） 必修 日本語Ⅰ 1～4 1

国際人の形成（語学） 必修 日本語Ⅱ 1～4 1

国際人の形成（語学） 必修 日本事情Ⅰ 1～4 2

国際人の形成（語学） 必修 日本事情Ⅱ 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese I Theory 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese I Practice 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese II Theory 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese II Practice 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese III Theory 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Integrated Japanese III Practice 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading  I 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading  II 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Reading  III 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening I 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening II 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Listening III 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing I 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing II 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Writing III 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Project Work I 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Project Work II 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Project Work III 1～4 1

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society A 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Japanese Culture and Society B 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology A 1～4 2

国際人の形成（語学） 選択 Introduction to Japanology B 1～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 キャリアデザイン入門 1 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 コミュニケーション＆マナー 1 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 キャリアデザイン実践 2 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 キャリアデベロップメント 3～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 インターンシップ入門 3～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 アントレプレナーシップ 3～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 口頭表現法 1～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 プレゼンテーション技法 1～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 文章読解 1～4 2

キャリア・市民形成（キャリア） 選択必修 レポート・論文のまとめ方 1～4 2

留学支援科
目

外国人留学
生のみ履修

可

初修者のた
めの日本

語・日本文
化科目

2単位選択必
修
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キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 日本国憲法 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 グローバル市民論 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 環境政策論 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 情報化社会と人間 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 ダイバーシティ論 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 障害学 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 ジェンダー論 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 社会貢献活動入門 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 地域マネジメント 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 公務員論 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 食と健康 1～4 2

キャリア・市民形成（市民形成） 選択必修 基礎会計学 1～4 2

キャリア・市民形成（情報） 必修 情報リテラシーⅠ 1～4 2

キャリア・市民形成（情報） 必修 情報リテラシーⅡ 1～4 2

キャリア・市民形成（情報） 選択 プログラミング基礎Ⅰ 1～4 2

キャリア・市民形成（情報） 選択 プログラミング基礎Ⅱ 1～4 2

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅰ 1～4 1

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1～4 1

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1～4 1

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1～4 1

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義Ⅰ 1～4 2

健康・スポーツ科学 選択 スポーツ健康科学講義Ⅱ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ａ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｂ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｃ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｄ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｅ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｆ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｇ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｈ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｉ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｊ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｋ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｌ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 全学総合Ｍ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 総合Ａ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 総合Ｂ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 総合Ｃ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 総合Ｄ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 総合Ｅ 1～4 2

総合・学際 選択／選択必修 総合Ｆ 1～4 2

2単位選択必
修

栄養科学科
のみ2単位選

択必修
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別表第３　教育課程（第４条関係）
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２
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Global Entrepreneurship 選択必修
Global Creativity for Sustainable
Innovation

１～４

Global Entrepreneurship 選択必修
Role of Entrepreneurship in Creating
Social Value

１～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Introduction to Innovation Studies １～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Digital Economics １～４

(１)―２　国際学部グローバル・イノベーション学科　Academic Subject・Project Studies

区分 必修・選択の別 科目名 配当学年
単
位
数

履修方
法

Global Entrepreneurship 選択必修
Special Lectures in Global
Entrepreneurship Ⅲ

２～４

Global Entrepreneurship 選択必修
Special Lectures in Global
Entrepreneurship Ⅰ

１～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Introduction to Entrepreneurship ２～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Introduction to Global Politics １～４

Global Entrepreneurship 選択必修
Social and Solidarity Economy, NGO and
Social Enterprise

２～４

Global Entrepreneurship 選択必修
Special Lectures in Global
Entrepreneurship Ⅱ

２～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Science, Technology and Society ２～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Global Economic Standards ２～４

Global Entrepreneurship 選択必修 International Public Goods ２～４

Global Business 選択必修 New Perspectives on Globalization １～４

Global Entrepreneurship 選択必修
International Organizations and Global
Security

２～４

Global Entrepreneurship 選択必修 International Conflict Resolution ２～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Mechanism of International Aids ２～４

Global Entrepreneurship 選択必修
Theory and History of International
Politics

２～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Role of International Organization １～４

Global Entrepreneurship 選択必修 Introduction to International Relations １～４

Global Business 選択必修
Corporate Social Responsibility and
Social Investment

２～４

Global Business 選択必修
Comparative Political and Economic
Systems

２～４

Global Business 選択必修 Statistics ２～４

Global Business 選択必修 Marketing Strategies in Globalized Market ２～４

Global Business 選択必修 Special Lectures in Global Business Ⅰ １～４

Global Business 選択必修
Assessment Systems Used in Corporate
Governance

１～４

Global Business 選択必修
Multinational Corporations and the Global
System

１～４

Global Business 選択必修 Japanese Corporations in Asian Markets １～４

Global Business 選択必修 Special Lectures in Global Business Ⅲ ２～４

Global Business 選択必修 Introduction to Financial Accounting １～４

Global Business 選択必修 Cross-border M&A and Global Management ２～４

Global Business 選択必修 Special Lectures in Global Business Ⅱ ２～４
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Global Business 選択必修 International Accounting ２～４

Global Business 選択必修 Corporate Governance and Auditing ２～４

Global Business 選択必修 Financial Accounting １～４

Global Business 選択必修 Introduction to Managerial Accounting ２～４

Global Business 選択必修
Introduction to Japanese Economy and
Society

１～４

Global Business 選択必修
Fundamental Conditions for Economic
Development

１～４

Global Business 選択必修 Introduction to Microeconomics １～４

Global Business 選択必修 Introduction to Macroeconomics １～４

Global Business 選択必修 Money, Banking and Financial Markets ２～４

Global Business 選択必修
Global Financial Crisis and its
Consequences

２～４

Global Business 選択必修 Managerial Accounting ２～４

Global Business 選択必修 Introduction to Finance １～４

Global Collaboration 選択必修 Introduction to Postmodern Thought １～４

Global Collaboration 選択必修 Introduction to Postcolonial Thought １～４

Global Collaboration 選択必修 Introduction to Journalism １～４

Global Collaboration 選択必修 Introduction to Global Studies １～４

Global Business 選択必修 Historical Development of Global Economy ２～４

Global Business 選択必修 Innovation in Local Economies ２～４

Global Business 選択必修 Asian Economic Development and Japan ２～４

Global Business 選択必修
Public-Private Alliances in Global
Economy

２～４

Global Collaboration 選択必修
Special Lectures in Global Collaboration
Ⅰ

１～４

Global Collaboration 選択必修 Comparative Cultural Studies ２～４

Global Collaboration 選択必修 Comparative and International Education １～４

Global Collaboration 選択必修 International Social Contributions １～４

Global Collaboration 選択必修 Intercultural Communication １～４

Global Collaboration 選択必修 International Media Studies １～４

Global Collaboration 選択必修
Commonality and Variation among Asian
Values

１～４

Global Collaboration 選択必修 Globalization and Japanese Cultures １～４

Global Collaboration 選択必修
Special Lectures in Global Collaboration
Ⅱ

２～４

Global Collaboration 選択必修
Special Lectures in Global Collaboration
Ⅲ

２～４

Global Collaboration 選択必修 Multicultural Society and Education ２～４

Global Collaboration 選択必修 Globalization and Japan ２～４

Global Collaboration 選択必修
Social Systems in International
Perspective

２～４

Global Collaboration 選択必修
International Public Opinions and
Corporate Behaviors

２～４

Global Collaboration 選択必修 Media Ethics ２～４

Global Collaboration 選択必修 Role of Media in Public Policy Formation ２～４
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２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

Regional Development
Studies

選択 World Cultures and Communities ２～４

Regional Development
Studies

選択
Japanese Experiences on Environmental
Management

２～４

Regional Development
Studies

選択 Volunteers for Cultural Exchange ２～４

Regional Development
Studies

選択 Immigration and Cross-cultural Issues ２～４

Regional Development
Studies

選択 Participatory Development ２～４

Regional Development
Studies

選択 Community Studies ２～４

Regional Development
Studies

選択 Japanese Economy and Business ２～４

Regional Development
Studies

選択 Japan and the World Economy ２～４

Regional Development
Studies

選択
Natural Disasters and Disaster Risk
Management

２～４

Regional Development
Studies

選択 Politics and Society in Japan ２～４

Regional Development
Studies

選択 Global Water Problems ２～４

Regional Development
Studies

選択 Environmental Issues in Asia ２～４

Regional Development
Studies

選択 Housing the Poor in Asia ２～４

Regional Development
Studies

選択 Cities and Transport in Asia ２～４

Regional Development
Studies

選択 Practice of Internet Technology ２～４

Regional Development
Studies

選択 Urban and Regional Planning in Asia ２～４

Regional Development
Studies

選択 Urban Development History of Tokyo ２～４

Project Studies 選択 Global Innovation Practicum Ⅰ １～４

Regional Development
Studies

選択 Sociology of Islam ２～４

Regional Development
Studies

選択 Introduction to Environmental Studies ２～４

Regional Development
Studies

選択 Introduction to Geography ２～４

Regional Development
Studies

選択 An Introduction to Welfare Society ２～４

Regional Development
Studies

選択 Southeast Asian Studies ２～４

Regional Development
Studies

選択 International Student Mobility ２～４

Project Studies 選択 Service Learning Practicum Ⅱ １～４

Project Studies 選択 Global Innovation Practicum Ⅵ １～４

Project Studies 選択 Service Learning Practicum Ⅰ １～４

Project Studies 選択 Global Innovation Practicum Ⅳ １～４

Project Studies 選択 Global Innovation Practicum Ⅴ １～４

Project Studies 選択 Global Innovation Practicum Ⅱ １～４

Project Studies 選択 Global Innovation Practicum Ⅲ １～４
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○東洋大学全学カリキュラム委員会規程 

平成19年規程第39号・平成19年８月６日公示・平成19年10月１日施行 

改正 

平成26年２月21日 

平成27年６月１日 

平成27年８月１日 

平成29年４月１日 

東洋大学全学カリキュラム委員会規程 

（設置） 

第１条 東洋大学（以下「本学」という。）における特色ある全学的教育の展開と一層の発展を図る

とともに、全学に係るカリキュラムの企画及び調整並びに複数学部のカリキュラムに係る事項の調

整を行うことを目的として、東洋大学全学カリキュラム委員会（以下「委員会」という。）を設置

する。 

（構成） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

(１) 学長が指名する副学長 １名 

(２) 学部長 

(３) 各学部から選出された専任教員 各１名 

(４) 教務部長 

(５) 高等教育推進支援室長 

(６) 教務担当課長 

(７) 学長が指名する者 若干名 

（委員長） 

第３条 委員会に、委員長を置く。 

２ 委員長は、前条第１号の委員をもってあてる。 

３ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

（副委員長） 

第４条 委員会に、副委員長を置くことができる。 

２ 副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長に事故ある時は、その職務を代行する。 

（運営） 

第５条 委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ開会することができない。 

２ 委員会は、必要に応じ委員以外の者（学外者を含む。）を委員会に出席させ、意見を求めること

ができる。 

３ 委員会は、その目的を達成するために「東洋大学高等教育推進委員会」及びその他の委員会と連

携をとるものとする。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、職務上委員となるものを除き、２年とする。ただし、再任することができる。 

（業務） 

第７条 委員会は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(１) 本学の教育の特色化に関する事項 

(２) 本学の教育課程編成の運営方針に関する事項 

(３) 全学共通の教育に関する教育課程の編成及び授業運営に関する事項 

(４) 教育課程の学部間における調整に関する事項 

(５) 学部教育と大学院教育との連携に関する事項 

(６) 学部教育と高等学校教育との連携に関する事項 

(７) 他大学との教育連携に関する事項 

(８) その他委員会が必要と認めた事項 

（小委員会） 

第８条 委員会は、必要に応じ小委員会を設置することができる。 

＜プログラム改善体制規則＞
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２ 小委員会の委員長及び構成員は、委員長の指名による。 

３ その他、小委員会に必要な事項は別に定める。 

（幹事及び書記） 

第９条 委員会に幹事及び書記を置く。 

２ 幹事は、教務部事務部長及び学長室長とし、主任幹事は教務部事務部長とする。 

３ 書記は、教務部全学学務推進課長及び学長室学長事務課長とし、主任書記は教務部全学学務推進

課長とする。 

４ 幹事は、委員長の命を受けて委員会の庶務をつかさどり、書記は、幹事の指示を受けて委員会の

庶務を行う。 

（改正） 

第10条 この規程の改正は、学長が委員会及び各学部教授会の意見を聴いて行う。 

附 則 

この規程は、平成19年10月１日から施行する。 

附 則（平成26年規程第９号） 

この規程は、平成26年２月21日から施行する。 

附 則（平成27年規程第97号） 

この規程は、平成27年６月１日から施行する。 

附 則（平成27年規程第280号） 

この規程は、平成27年８月１日から施行する。 

附 則（平成29年規程第143号） 

この規程は、平成29年４月１日から施行する。 
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○東洋大学全学カリキュラム委員会規程 

平成19年規程第39号・平成19年８月６日公示・平成19年10月１日施行 

改正 

平成26年２月21日 

平成27年６月１日 

平成27年８月１日 

平成29年４月１日 

東洋大学全学カリキュラム委員会規程 

（設置） 

第１条 東洋大学（以下「本学」という。）における特色ある全学的教育の展開と一層の発展を図る

とともに、全学に係るカリキュラムの企画及び調整並びに複数学部のカリキュラムに係る事項の調

整を行うことを目的として、東洋大学全学カリキュラム委員会（以下「委員会」という。）を設置

する。 

（構成） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

(１) 学長が指名する副学長 １名 

(２) 学部長 

(３) 各学部から選出された専任教員 各１名 

(４) 教務部長 

(５) 高等教育推進支援室長 

(６) 教務担当課長 

(７) 学長が指名する者 若干名 

（委員長） 

第３条 委員会に、委員長を置く。 

２ 委員長は、前条第１号の委員をもってあてる。 

３ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

（副委員長） 

第４条 委員会に、副委員長を置くことができる。 

２ 副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長に事故ある時は、その職務を代行する。 

（運営） 

第５条 委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ開会することができない。 

２ 委員会は、必要に応じ委員以外の者（学外者を含む。）を委員会に出席させ、意見を求めること

ができる。 

３ 委員会は、その目的を達成するために「東洋大学高等教育推進委員会」及びその他の委員会と連

携をとるものとする。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、職務上委員となるものを除き、２年とする。ただし、再任することができる。 

（業務） 

第７条 委員会は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(１) 本学の教育の特色化に関する事項 

(２) 本学の教育課程編成の運営方針に関する事項 

(３) 全学共通の教育に関する教育課程の編成及び授業運営に関する事項 

(４) 教育課程の学部間における調整に関する事項 

(５) 学部教育と大学院教育との連携に関する事項 

(６) 学部教育と高等学校教育との連携に関する事項 

(７) 他大学との教育連携に関する事項 

(８) その他委員会が必要と認めた事項 

（小委員会） 

第８条 委員会は、必要に応じ小委員会を設置することができる。 

＜自己点検・評価体制規則＞
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２ 小委員会の委員長及び構成員は、委員長の指名による。 

３ その他、小委員会に必要な事項は別に定める。 

（幹事及び書記） 

第９条 委員会に幹事及び書記を置く。 

２ 幹事は、教務部事務部長及び学長室長とし、主任幹事は教務部事務部長とする。 

３ 書記は、教務部全学学務推進課長及び学長室学長事務課長とし、主任書記は教務部全学学務推進

課長とする。 

４ 幹事は、委員長の命を受けて委員会の庶務をつかさどり、書記は、幹事の指示を受けて委員会の

庶務を行う。 

（改正） 

第10条 この規程の改正は、学長が委員会及び各学部教授会の意見を聴いて行う。 

附 則 

この規程は、平成19年10月１日から施行する。 

附 則（平成26年規程第９号） 

この規程は、平成26年２月21日から施行する。 

附 則（平成27年規程第97号） 

この規程は、平成27年６月１日から施行する。 

附 則（平成27年規程第280号） 

この規程は、平成27年８月１日から施行する。 

附 則（平成29年規程第143号） 

この規程は、平成29年４月１日から施行する。 
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取組概要

大学等名 東洋大学
教育プログラム名 東洋大学 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル
申請年度 令和６年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

東洋大学公式アプリ
対象学生へ身近なツールでプログラムを周知。
※スマートフォンアプリ、PC・スマートフォン内の
Webブラウザから利用可能。

東洋大学公式HP専用サイト：https://www.toyo.ac.jp/academics/improve/attempt/data-science/
本学学生やその他ステークホルダーへ広く本プログラムや本分野の取り組みを発信。
※HOME＞教育・国際＞東洋大学の教育改革＞制度・取組＞数理・データサイエンス・AI教育へ掲載。
教育改革のひとつに位置付けている。
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